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※上記の事業所等の広告の内容と湯沢市の業務に関係はありません。

人口と世帯数の動き人口と世帯数の動き　広報の中のどこかに、
「しず小町」ちゃんが隠れ
ているよ！どこにいるの
かな？みんな、探してみ
てね！！WANTED!

しず小町ちゃんを探せ！
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広報広報

　２月７～８日、犬っこまつり会場で、

台湾からの秋田大学留学生をモデルに模

擬結婚式の撮影が行われました。

　撮影は湯沢商工会議所が中心となり、

台湾からのインバウンド増加につなげる

ＰＲ映像を作成するため行ったもの。

　スキー体験や稲庭うどん製造体験、酒

蔵見学など“冬の湯沢”を満喫する様子

を加えたＰＲ映像は、ＳＮＳで国内外に発

信されます。また、実際に“冬の湯沢”

で結婚式をしたい台湾のカップルを募集

し、来年の犬っこまつりで挙式を行うこ

とを目指しています。
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　湯沢高校1年生は「総合的な学習の時間」に、『湯沢市を知る』とい

う大きなテーマのもと、湯沢市についてそれぞれ関心のある分野に焦

点を当て、探究活動を行ってきました。５月から活動を始め、10月に

は中間発表、１月にはポスターセッションを行いました。今回は、医

療分野の探究班の内容を紹介します。

紹介者：１年 佐藤 羽那
【 班別テーマ一覧 】

1 地域振興～住みやすい地域にするために～ 18 子供が生活する環境について

2 少子高齢化をくい止めるには 19 湯沢市の子育て支援に足りないものは？

3 STOP! 人口減少 20
障害のある人が地域の中で安全に安心して暮ら
すためには？

4
湯沢の税金の現状はどのようになっているのか
?またその状態をどうしていくのか？ 21 子育て支援制度について

5 ゴミの減量方法と分別 22
湯沢の高齢者サービスの実態とそれを良くする
ためには

6 シャッター街の活用 23 安心で安全な町づくりをしよう！

7 湯沢の観光を広めるには？ 24
湯沢市を秋田県内で人為災害の少ない町にする
には？

8 高齢化に伴う湯沢市の医療対策 25
湯沢市の降雨による住人の被害を減らし、湯沢
市を防災の町にするには？

9 年齢・地域ごとによる特産品の認知度 26 ジオパークの活用法

10 湯沢市の人口増加 27 地熱エネルギーを利用する条件

11
地域おこし協力隊による効果にはどのようなも
のがあるか 28

人口流出を防ぐための地熱利用による湯沢市活
性化計画

12 湯沢市の医療の問題と市民の要望 29 外国人にわかりやすく湯沢市を案内するには？

13
高齢者の在宅生活を支える医療と介護をより良
くするためには？ 30 湯沢市のスポーツを広めるには？

14 いじめの対策と予防 31 世界の地熱利用と湯沢市への活用法

15 虐待の対策 32 湯沢市の教育を良くしよう

16 湯沢市の人口の変化と医療サービス 33
湯沢市の健康寿命と運動にはどんな関係がある
のか

17 医療従事者の不足について 34 スポーツを通して湯沢市の活性化を図るには？

　
医
療
従
事
者
の
割
合
は
、
都
市
部
に
偏
っ
て
い
ま
す
。
以
前
は
、
地
方
の
大

学
の
大
多
数
の
医
学
部
卒
業
生
は
卒
業
し
た
大
学
の
＊医
局
に
入
り
、
研
修
を
受

け
、
地
元
の
病
院
に
就
職
し
て
い
ま
し
た
。

　各班で関係する事業所などにアンケートや

インタビューを行いました。たくさんのかた

がたにご協力いただきました。

中間発表の様子

ポスターセッションの様子

　
問
題
の
所
在
を
三
つ
の
観
点
か
ら
調
査
し
ま
し
た
。

「
医
療
に
関
す
る
制
度
の
見
直
し
を
す
る
こ
と
で
、

　
　
　
　
医
療
従
事
者
の
不
足
を
改
善
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」

都
市
・
地
方
間
の
バ
ラ
ン
ス
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
？

01
　
将
来
医
療
に
携
わ
る
職
業
に
就
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
た
め
、
医
療
に
関

す
る
探
究
活
動
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
医
療
従
事
者
の
現
状

を
テ
ー
マ
に
設
定
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
設
定
の
動
機

　
近
年
、
地
方
の
医
療
従
事
者
の
不
足
に
よ
り
、
医
療
機
関
へ
の
患
者
の
受

診
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
私
た
ち
が
立
て
た
仮
説
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

テ
ー
マ
設
定
の
背
景

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用

▼
雄
勝
中
央
病
院
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

▼
県
庁
出
前
講
座
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
」
へ
の
参
加

▼
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
雄
勝
中
央
病
院
天
満
和
男
院
長
／
他
県
と
の
比
較
）

調
査
方
法

テーマ

17
班 

医
療
従
事
者
の
不
足
に
つ
い
て

高校生の高校生による高校生のための情報発信事業

を る知
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し
か
し
、
平
成
16
年
に
制
定
さ
れ
た
新
医
師
臨
床
研
修
制
度
に
よ
り
、
状
況

が
変
化
し
ま
し
た
。
こ
の
制
度
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
、
日
本
中
の
ど
こ
の
病
院

で
も
希
望
し
て
研
修
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
地
方
の
大
学
の
医
学
部
卒
業
生
が
都
会
に
集
結
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
大
多
数
は
2
年
間
の
研
修
が
終
わ
っ
て
も
、
そ
の
ま
ま
都
会

に
残
る
よ
う
で
す
。
具
体
例
と
し
て
、
左
図
に
秋
田
大
学
医
学
部
の
県
内
に
残

る
卒
業
生
の
割
合
を
示
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
最
終
的
に
県
内
に
残
る
の
は
、
全
体
の
三
割
と
非
常
に
少
な
い

割
合
に
な
っ
て
い
ま
す
。

＊
医
局
…
大
学
の
医
学
部
・
歯
学
部
の
附
属
病
院
で
の
人
事
組
織
。

インタビューより

雄勝中央病院

天満院長先生に

インタビュー

　
医
師
の
雇
用
に
関
す
る
制
度
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
一
定
数
以
上
い
る
病
院
へ

補
助
金
を
出
す
な
ど
制
度
の
多
く
が
補
助
金
に
関
す
る
も
の
で
し
た
。
実
際
に

補
助
金
を
出
し
た
こ
と
で
、
産
婦
人
科
、
小
児
科
が
増
加
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
女
性
医
師
が
活
躍
で
き
る
場
所
が
増
加
し
、
勤
務
先
の
選
択
肢
が
増

え
ま
し
た
。
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
代
表
的
な
例
で
す
が
、
商
業
ベ
ー
ス

で
あ
る
と
い
う
懸
念
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
様
々
な
懸
念
が
あ
る
中
、
設
備
費
と
人
件
費
の
関
係
が
一
番
の

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
需
要
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
問
題
が
あ
る
た
め
に
実

現
す
る
の
が
難
し
い
よ
う
で
す
。

　
人
材
育
成
に
関
す
る
制
度
に
つ
い
て
、
例
え
ば
雄
勝
中
央
病
院
で
は
＊医
師
研

修
資
金
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
臨
床
研
修
医
の
う
ち
、
約
3
割
が
こ
の
制

度
を
利
用
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
大
学
と
の
連
携
は
上
手
く
取
れ
て
い
て
、
在
籍
す
る
医
師
の
大
多
数

は
秋
田
大
学
、
岩
手
医
科
大
学
、
東
北
大
学
出
身
だ
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
大

学
に
在
籍
す
る
医
師
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
、
病
院
へ
の
派
遣
は
少
な
く
、
他

県
で
は
上
手
く
連
携
が
取
れ
て
い
な
い
所
も
あ
る
そ
う
で
す
。

＊
医
師
研
修
資
金
制
度
…
研
修
終
了
後
に
引
き
続
き
そ
の
病
院
に
勤
務
す
る
事
で
返
還
を
免
除
。

　医
療
に
関
す
る
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
医
療
従
事
者
を

目
指
す
も
の
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
問
題
に
向
き
合
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

人
材
育
成
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
？

03

雇
用
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
？

02

　「
制
度
の
改
善
を
す
る
」
と
い
う
私
た
ち
が
立
て
た
仮
説
に
対
し
、
調
査

結
果
か
ら
そ
の
提
案
は
最
適
で
な
い
と
判
断
し
た
た
め
、
次
の
よ
う
な
別
の

対
策
を
仮
説
と
し
て
考
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
仮
説
が
医
療
従
事
者
の
不
足
を
解
消
す
る
た
め
の
対
策
と
し
て

適
切
か
ど
う
か
、
今
後
も
探
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

・
医
療
系
専
門
学
校
な
ど
の
養
成
所
の
充
実

・
就
職
し
た
病
院
で
の
教
育
シ
ス
テ
ム
や
待
遇
、
人
間
関
係
の
ケ
ア

・
地
方
の
医
療
機
関
へ
の
就
職
者
を
対
象
と
し
た
支
援

結
論

　高校生の視点で知りたい情報などを、学生自らが取材し、市広報紙で情報発信。「高校生の高校生による高校生のための情報発信事業」は、広報紙制作のための取材を通じて、地元や

そこに住む人たちを知るきっかけづくりを目的としています。企画・構成から始まり、写真撮影、原稿の作成、レイアウト、校正に至るまで高校生が行いました。その力作をご覧ください。

　ジ
オ
パ
ー
ク
班
は
「
第
７
回
湯
沢
ジ
オ
パ
ー
ク
学
習
発
表
交
流
会
」
へ

ポ
ス
タ
ー
を
出
品
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
グ
ル
ー
プ
の
探
究
の
成
果
を
市

民
の
皆
様
に
発
表
す
る
場
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

17
班

　佐さ

と

う藤 

羽は

な那

　
　佐さ

と

う藤 

心こ

は

る春

　
　沓く

つ
ざ
わ沢 

奈な

ゆ侑

　
　高た

か
は
し橋 

か
の
ん

１
年
間
の
探
究
活
動
を
終
え
て

総合的な探求の時間

湯沢市を

【 県内に残る割合 】

残る
30％

残らない
50％

研修期間
のみ
20％
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年
、
地
方
の
医
療
従
事
者
の
不
足
に
よ
り
、
医
療
機
関
へ
の
患
者
の
受

診
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
私
た
ち
が
立
て
た
仮
説
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

テ
ー
マ
設
定
の
背
景

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用

▼
雄
勝
中
央
病
院
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

▼
県
庁
出
前
講
座
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
」
へ
の
参
加

▼
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
雄
勝
中
央
病
院
天
満
和
男
院
長
／
他
県
と
の
比
較
）

調
査
方
法

テーマ

17
班 

医
療
従
事
者
の
不
足
に
つ
い
て

高校生の高校生による高校生のための情報発信事業

を る知

3
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湯沢

高校

　
し
か
し
、
平
成
16
年
に
制
定
さ
れ
た
新
医
師
臨
床
研
修
制
度
に
よ
り
、
状
況

が
変
化
し
ま
し
た
。
こ
の
制
度
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
、
日
本
中
の
ど
こ
の
病
院

で
も
希
望
し
て
研
修
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
地
方
の
大
学
の
医
学
部
卒
業
生
が
都
会
に
集
結
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
大
多
数
は
2
年
間
の
研
修
が
終
わ
っ
て
も
、
そ
の
ま
ま
都
会

に
残
る
よ
う
で
す
。
具
体
例
と
し
て
、
左
図
に
秋
田
大
学
医
学
部
の
県
内
に
残

る
卒
業
生
の
割
合
を
示
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
最
終
的
に
県
内
に
残
る
の
は
、
全
体
の
三
割
と
非
常
に
少
な
い

割
合
に
な
っ
て
い
ま
す
。

＊
医
局
…
大
学
の
医
学
部
・
歯
学
部
の
附
属
病
院
で
の
人
事
組
織
。

インタビューより

雄勝中央病院

天満院長先生に

インタビュー

　
医
師
の
雇
用
に
関
す
る
制
度
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
一
定
数
以
上
い
る
病
院
へ

補
助
金
を
出
す
な
ど
制
度
の
多
く
が
補
助
金
に
関
す
る
も
の
で
し
た
。
実
際
に

補
助
金
を
出
し
た
こ
と
で
、
産
婦
人
科
、
小
児
科
が
増
加
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
女
性
医
師
が
活
躍
で
き
る
場
所
が
増
加
し
、
勤
務
先
の
選
択
肢
が
増

え
ま
し
た
。
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
代
表
的
な
例
で
す
が
、
商
業
ベ
ー
ス

で
あ
る
と
い
う
懸
念
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
様
々
な
懸
念
が
あ
る
中
、
設
備
費
と
人
件
費
の
関
係
が
一
番
の

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
需
要
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
問
題
が
あ
る
た
め
に
実

現
す
る
の
が
難
し
い
よ
う
で
す
。

　
人
材
育
成
に
関
す
る
制
度
に
つ
い
て
、
例
え
ば
雄
勝
中
央
病
院
で
は
＊医
師
研

修
資
金
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
臨
床
研
修
医
の
う
ち
、
約
3
割
が
こ
の
制

度
を
利
用
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
大
学
と
の
連
携
は
上
手
く
取
れ
て
い
て
、
在
籍
す
る
医
師
の
大
多
数

は
秋
田
大
学
、
岩
手
医
科
大
学
、
東
北
大
学
出
身
だ
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
大

学
に
在
籍
す
る
医
師
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
、
病
院
へ
の
派
遣
は
少
な
く
、
他

県
で
は
上
手
く
連
携
が
取
れ
て
い
な
い
所
も
あ
る
そ
う
で
す
。

＊
医
師
研
修
資
金
制
度
…
研
修
終
了
後
に
引
き
続
き
そ
の
病
院
に
勤
務
す
る
事
で
返
還
を
免
除
。

　医
療
に
関
す
る
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
医
療
従
事
者
を

目
指
す
も
の
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
問
題
に
向
き
合
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

人
材
育
成
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
？

03

雇
用
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
？

02

　「
制
度
の
改
善
を
す
る
」
と
い
う
私
た
ち
が
立
て
た
仮
説
に
対
し
、
調
査

結
果
か
ら
そ
の
提
案
は
最
適
で
な
い
と
判
断
し
た
た
め
、
次
の
よ
う
な
別
の

対
策
を
仮
説
と
し
て
考
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
仮
説
が
医
療
従
事
者
の
不
足
を
解
消
す
る
た
め
の
対
策
と
し
て

適
切
か
ど
う
か
、
今
後
も
探
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

・
医
療
系
専
門
学
校
な
ど
の
養
成
所
の
充
実

・
就
職
し
た
病
院
で
の
教
育
シ
ス
テ
ム
や
待
遇
、
人
間
関
係
の
ケ
ア

・
地
方
の
医
療
機
関
へ
の
就
職
者
を
対
象
と
し
た
支
援

結
論

　高校生の視点で知りたい情報などを、学生自らが取材し、市広報紙で情報発信。「高校生の高校生による高校生のための情報発信事業」は、広報紙制作のための取材を通じて、地元や

そこに住む人たちを知るきっかけづくりを目的としています。企画・構成から始まり、写真撮影、原稿の作成、レイアウト、校正に至るまで高校生が行いました。その力作をご覧ください。

　ジ
オ
パ
ー
ク
班
は
「
第
７
回
湯
沢
ジ
オ
パ
ー
ク
学
習
発
表
交
流
会
」
へ

ポ
ス
タ
ー
を
出
品
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
グ
ル
ー
プ
の
探
究
の
成
果
を
市

民
の
皆
様
に
発
表
す
る
場
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

17
班

　佐さ

と

う藤 

羽は

な那

　
　佐さ

と

う藤 

心こ

は

る春

　
　沓く

つ
ざ
わ沢 

奈な

ゆ侑

　
　高た

か
は
し橋 

か
の
ん

１
年
間
の
探
究
活
動
を
終
え
て

総合的な探求の時間

湯沢市を

【 県内に残る割合 】

残る
30％

残らない
50％

研修期間
のみ
20％
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市からのお知らせ

消防団とは

　「自分たちのまちは自分たちで守る」の精神で、地域の安心と安全
を守るため、地域ぐるみの消防防災体制で重要な役割を果たしている
のが「消防団」です。今、湯沢市では団員が減少しています。大切な
家族や地域を守るため、あなたも団員として活躍してみませんか。

問 総務課総合防災室（☎ 55-8250）

問 湯沢雄勝広域市町村圏組合消防庁舎建設室（73-9691） または企画課企画政策班（73-2113）

　消防本部や消防署と同様、消防

組織法に基づき、それぞれの市町

村に設置される消防機関です。

▶入団資格
18 歳以上で市内に居住または勤務している、志操堅
固かつ身体強健な方

▶配属分団
居住または勤務する地域の分団。（女性部は地域の班）

▶入団後の待遇　
① 消防団員は､ 非常勤特別職の地方公務員です｡
② 年額報酬や出動手当が支給されます。
③ 被服など一式貸与します。
④ 公務災害補償・表彰・退職報償金制度などあり。

消防団員の活動は

消防団員1.
▶火災や大雨、台風など災害の出動
▶行方不明者の捜索、救助活動など

災
害
時

▷地域の警戒・巡回活動
▷防火啓発活動
▷ポンプ操法訓練・教養訓練・水防訓練
▷消防団の各種行事への参加など

平
常
時

▶炊出しや被災者見守りなど
▶災害現場での広報活動
▶避難所運営活動など

▷火災予防の防火広報
▷地域防災広報・啓発
▷消防団事業への参加

災
害
時

平
常
時

「女性部」団員2.
～女性ならではの視点を

地域の防災活動に生かしましょう～

機能別団員(70歳未満のＯＢ)3.
～経験を生かして地域を守る力に～

▶火災や大規模災害など、有事の際の
消防活動

※元消防団員または元消防職員が対象で、地域の
分団長の推薦が必要です。

災
害
時

地域防災にあなたのチカラを貸してください01
info 消防団員募集！

02
info
「消防庁舎」が移転します！

　湯沢雄勝広域市町村圏組合の「消防庁
舎」と「組合事務局」は、３月 23 日㈪に
新しい消防庁舎（旧雄勝中央病院跡地・
表町三丁目３番 14 号）へ移転します。
　なお、各連絡先は次のとおりです。

▲南側から見た新消防庁舎

組合事務局 ☎73-9691  FAX 72-3821

消防本部 ☎73-3152  FAX 73-0734

消防署 ☎73-3151  FAX 72-3236

■入団については、下記まで問い合
わせください。

5
2020.03

参加・協働のまちづくり提案型補助金事業

04
info

「評価市民会議委員」募集

05
info

問 学校教育課指導班（☎ 73-2162） 問 協働事業推進課協働のまちづくり班（☎ 55-8249）

問 健康対策課保健推進班（☎ 56-8020）

小・中学校卒業式
および入学式

令和元年度  卒業式
学　校　名 日　　時　

小　

学　

校

湯沢東小学校
3月14日（土） 午前 10時

湯沢西小学校

三関小学校 3月13日（金） 午前 10時
山田小学校

3月17日（火） 午前 10時
須川小学校

稲庭小学校 3月13日（金） 午前 10時
三梨小学校 3月17日（火） 午前 10時
川連小学校 3月14日（土） 午前 10時
駒形小学校

3月17日（火） 午前 10時雄勝小学校

皆瀬小学校

中　

学　

校

湯沢北中学校 3月　7日（土） 午後 1時 30分
山田中学校 3月11日（水） 午後 1時 30分
湯沢南中学校

3月　8日（日） 午前 10時稲川中学校

雄勝中学校

皆瀬中学校 3月　8日（日） 午後 1時 30分

学　校　名 日　　時　

小　

学　

校

湯沢東小学校 4月　8日（水） 午前 10時
湯沢西小学校 4月　9日（木） 午前 10時
三関小学校

4月　8日（水） 午前 10時山田小学校

須川小学校

稲庭小学校
4月　7日（火） 午前 10時

三梨小学校

川連小学校

4月　8日（水） 午前 10時
駒形小学校

雄勝小学校

皆瀬小学校

中　

学　

校

湯沢北中学校

4月　7日（火） 午後 1時 30分山田中学校

湯沢南中学校

稲川中学校 4月　7日（火） 午後 1時 45分
雄勝中学校 4月　7日（火） 午後 1時 30分
皆瀬中学校 4月　7日（火） 午前 10時

令和 2 年度  入学式

日程表

03
info 食生活改善推進員養成講座

受講生募集！！

　食を通した地域の健康づくりの
人材を養成する講座の受講生を募
集します。
　市内では、講座を修了した 94
人が推進員として、小学校での食
育教室や生活習慣病予防の料理講
習会など、地域に密着した活動を
しています。自分や家族、地域の
方たちの健康に関心のある方の応
募をお待ちしています。

■受講時間　20 時間（調理実習や講演会など 10 回程度）
※スケジュールは申込み後にお知らせします。
※講座修了後の推進員活動については任意です。

■申込み　　３月 27 日㈮まで、下記へ

　市では、市民活動団体等が自主的に企画・実施する公益性
のあるまちづくり事業に補助金を交付しており、交付の対象
となる事業は、公募や推薦による市民によって構成される評
価市民会議の評価を経て決定します。評価市民会議委員の任
期は２年となっており、令和２年度からの新たな委員のうち、
公募による委員を募集しますので、ぜひ応募ください。

■応募資格
　次の全てに該当する方（ただし、市職員および市議会議員を除く）

⑴ 地域づくり活動に関心があり、事業の評価に公平・公正
な判断ができる方

⑵ 市内在住の満 15 歳以上の方
⑶ 市が設置した審議会、委員会、協議会等の委員でない方
■募集人数　２人以内
■任　　期　４月１日～令和４年３月 31 日
■報　　酬　会議出席１回につき 5,000 円（会議は年３回予定）

■応募方法　応募用紙に必要事項を記入の上、下記へ提出
■応募期限　３月 13 日㈮

※申込用紙は協働事業推進課窓口に備えているほか、市ホームページ
からもダウンロードできます。
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問 学校教育課指導班（☎ 73-2162） 問 協働事業推進課協働のまちづくり班（☎ 55-8249）

問 健康対策課保健推進班（☎ 56-8020）

小・中学校卒業式
および入学式

令和元年度  卒業式
学　校　名 日　　時　

小　

学　

校

湯沢東小学校
3月14日（土） 午前 10時

湯沢西小学校

三関小学校 3月13日（金） 午前 10時
山田小学校

3月17日（火） 午前 10時
須川小学校

稲庭小学校 3月13日（金） 午前 10時
三梨小学校 3月17日（火） 午前 10時
川連小学校 3月14日（土） 午前 10時
駒形小学校

3月17日（火） 午前 10時雄勝小学校

皆瀬小学校

中　

学　

校

湯沢北中学校 3月　7日（土） 午後 1時 30分
山田中学校 3月11日（水） 午後 1時 30分
湯沢南中学校

3月　8日（日） 午前 10時稲川中学校

雄勝中学校

皆瀬中学校 3月　8日（日） 午後 1時 30分

学　校　名 日　　時　

小　

学　

校

湯沢東小学校 4月　8日（水） 午前 10時
湯沢西小学校 4月　9日（木） 午前 10時
三関小学校

4月　8日（水） 午前 10時山田小学校

須川小学校

稲庭小学校
4月　7日（火） 午前 10時

三梨小学校

川連小学校

4月　8日（水） 午前 10時
駒形小学校

雄勝小学校

皆瀬小学校

中　

学　

校

湯沢北中学校

4月　7日（火） 午後 1時 30分山田中学校

湯沢南中学校

稲川中学校 4月　7日（火） 午後 1時 45分
雄勝中学校 4月　7日（火） 午後 1時 30分
皆瀬中学校 4月　7日（火） 午前 10時

令和 2 年度  入学式

日程表

03
info 食生活改善推進員養成講座

受講生募集！！

　食を通した地域の健康づくりの
人材を養成する講座の受講生を募
集します。
　市内では、講座を修了した 94
人が推進員として、小学校での食
育教室や生活習慣病予防の料理講
習会など、地域に密着した活動を
しています。自分や家族、地域の
方たちの健康に関心のある方の応
募をお待ちしています。

■受講時間　20 時間（調理実習や講演会など 10 回程度）
※スケジュールは申込み後にお知らせします。
※講座修了後の推進員活動については任意です。

■申込み　　３月 27 日㈮まで、下記へ

　市では、市民活動団体等が自主的に企画・実施する公益性
のあるまちづくり事業に補助金を交付しており、交付の対象
となる事業は、公募や推薦による市民によって構成される評
価市民会議の評価を経て決定します。評価市民会議委員の任
期は２年となっており、令和２年度からの新たな委員のうち、
公募による委員を募集しますので、ぜひ応募ください。

■応募資格
　次の全てに該当する方（ただし、市職員および市議会議員を除く）

⑴ 地域づくり活動に関心があり、事業の評価に公平・公正
な判断ができる方

⑵ 市内在住の満 15 歳以上の方
⑶ 市が設置した審議会、委員会、協議会等の委員でない方
■募集人数　２人以内
■任　　期　４月１日～令和４年３月 31 日
■報　　酬　会議出席１回につき 5,000 円（会議は年３回予定）

■応募方法　応募用紙に必要事項を記入の上、下記へ提出
■応募期限　３月 13 日㈮

※申込用紙は協働事業推進課窓口に備えているほか、市ホームページ
からもダウンロードできます。
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市からのお知らせ

　１月27日、湯沢市体育協会スポーツ賞授与式が行われ、
長年、市のスポーツ振興に功績のあったかたがたに有功
賞が、日本代表として国際的に活躍した方に特別賞が贈
られました。また、今年度、各種大会で活躍した11人に
栄光賞、30人と３団体に奨励賞が贈られました。
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令和元年度

体育協会スポーツ賞
湯沢市

【
有
功
賞
】

◆
湯
沢
市
ス
キ
ー
連
盟

佐さ
と
う藤  

芳よ
し
つ
ぐ嗣 

さ
ん
（
上
院
内
）

石い
し
か
わ川  

陽よ
う
た
ろ
う

太
郎 

さ
ん
（
岩
　
崎
）

◆
湯
沢
市
雄
勝
郡
陸
上
競
技
協
会

児こ
だ
ま玉  

重し
げ
お雄 

さ
ん
（
岩
　
崎
）

◆
湯
沢
市
綱
引
協
会

内な
い
と
う藤  

忠た
だ
し 

さ
ん
（
下
院
内
）

◆
湯
沢
市
柔
道
連
盟

【
特
別
賞
】

◇
湯
沢
市
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会

松ま
つ
く
ら倉  

み
の
り 

さ
ん
（
岩
　
崎
）

佐さ

さ

き

々
木  

昭し
ょ
う
ぞ
う蔵 

さ
ん
（
杉
　
沢
）

◆
湯
沢
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会

【
栄
光
賞
】

千ち

ば葉  

竜た
つ
や也 

さ
ん
（
小

　野
）

▼
秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

下し
も
じ
ま嶋  

詩し
お
り織 

さ
ん
（
内

　町
）

加か
の
う納  

明あ
き
ほ帆 

さ
ん
（
湯
ノ
原
）

▼
湯
沢
市
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会

髙た
か
く久  

陽は
る
と登 

さ
ん
（
湯
ノ
原
）

▼
横
手
高
等
学
校

佐さ
と
う藤  

奈な

お

み

緒
美 

さ
ん
（
皆

　瀬
）

加か
と
う藤  

淳あ
つ
み美 

さ
ん
（
三
梨
町
）

髙た
か
は
し橋  

美み

よ

こ

代
子 

さ
ん
（
稲
庭
町
）

大お
お
い井  

恵え

み

こ

美
子 

さ
ん
（
三
梨
町
）

▼
湯
沢
市
綱
引
協
会

諸も
ろ
こ
し越  

知と
も
み美 

さ
ん
（
愛
宕
町
）

▼
横
手
高
等
学
校
定
時
制
課
程

石い
し
か
わ川  

眞ま

こ子 

さ
ん
（
高

　松
）

飛と
び
さ
わ澤  

彩あ
や
の乃 

さ
ん
（
倉

　内
）

▼
湯
沢
翔
北
高
等
学
校

【
奨
励
賞
】

田た
ま
き牧  

愛え

り

か

梨
華 

さ
ん
（
皆
瀬
中
）

東し
ょ
う
じ

海
林  

玲れ

な南 

さ
ん
（
稲
川
中
）

松ま
つ
だ田  

夏な
つ
き姫 

さ
ん
（
湯
沢
北
中
）

佐さ
と
う藤  

那な

な夏 

さ
ん
（
稲
川
中
）

加か
と
う藤  

琉り
ゅ
う
せ
い星 

さ
ん
（
湯
沢
北
中
）

渡わ
た
な
べ部  

賢け
ん
し
ん心 

さ
ん
（
湯
沢
北
中
）

寺て
ら
た田  

慧け
い
と斗 

さ
ん
（
湯
沢
南
中
）

佐さ

さ

き

々
木  

颯そ
う
た大 

さ
ん
（
湯
沢
南
中
）

日ひ

の野  

晴は
る
た大 

さ
ん
（
稲
川
中
）

佐さ
と
う藤  

愛あ
い
る流 

さ
ん
（
稲
川
中
）

簗や
な
せ瀬  

廉れ
ん
と斗 

さ
ん
（
雄
勝
中
）

佐さ

さ

き

々
木  

春は
る
き希 

さ
ん
（
皆
瀬
中
）

髙た
か
は
し橋  

怜れ

お旺 

さ
ん
（
皆
瀬
中
）

▽
野
球
競
技

瀬せ
が
わ川  

こ
こ
ろ 

さ
ん
（
湯
沢
北
中
）

石い
し
か
わ川  

幸ゆ
き
な奈 

さ
ん
（
湯
沢
北
中
）

高た
か
は
し橋  

実み

さ沙 

さ
ん
（
湯
沢
北
中
）

佐さ
と
う藤  

小こ
よ
り和 

さ
ん
（
湯
沢
北
中
）

柿か
き
ざ
き﨑  

　
澪み
お 

さ
ん
（
湯
沢
北
中
）

石い
し
わ
た綿  

心こ

あ愛 

さ
ん
（
湯
沢
北
中
）

石い
し
な
り成  

日ひ

な菜 

さ
ん
（
湯
沢
南
中
）

富と
み
や谷  

茜あ
か
ね音 

さ
ん
（
湯
沢
南
中
）

鈴す
ず
き木  

陽は
る
と斗 

さ
ん
（
湯
沢
北
中
）

大お
お
し
ま嶋  

日あ
き
と登 

さ
ん
（
湯
沢
北
中
）

吉よ
し
だ田  

暢の
ぶ
き基 

さ
ん
（
湯
沢
北
中
）

倉く
ら
た田  

隼は
や
と士 

さ
ん
（
湯
沢
南
中
）

伊い
と
う藤  

煌あ
き
と人 

さ
ん
（
湯
沢
南
中
）

湯
沢
北
中
学
校

　
　
　
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部 

　

湯
沢
南
中
学
校

　
　
　
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部 

　

▽
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技

小こ
ま
つ松  

　
聖ひ

じ
り 

さ
ん
（
雄
勝
中
）

佐さ
と
う藤  

　
諒り

ょ
う 

さ
ん
（
湯
沢
南
中
）

雄
勝
中
学
校
男
子
駅
伝
チ
ー
ム

菅す
が
わ
ら原  

佳け
い
す
け佑 

さ
ん
（
三
関
小
）　

▽
陸
上
競
技

柿か
き
ざ
き崎  

健け
ん
た太 

さ
ん
（
稲
川
中
）

▽
サ
ッ
カ
ー
競
技
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【
功
労
賞
】

【
有
功
賞
】

　
奏
者
へ
の
指
導
、
地
域
の
児
童

生
徒
へ
の
指
導
や
交
流
に
よ
り
、

後
継
者
の
育
成
や
伝
統
文
化
の
継

承
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 横堀音頭囃子方保存会

田
た は ら

原  祐
ゆうえつ

悦さん
（小　野）

　
会
の
役
職
を
歴
任
し
会
員
相
互

の
融
和
を
図
る
と
と
も
に
、
創
作

技
術
の
指
導
な
ど
、
会
員
の
模
範

と
し
て
活
動
さ
れ
ま
し
た
。

湯沢市陶芸同好会

柿
かきざき

崎  つよさん
（愛宕町）

　
作
品
に
厳
し
い
姿
勢
で
取
り
組

み
多
く
の
会
員
の
模
範
と
な
り
、

行
事
に
も
積
極
的
に
協
力
し
、
会

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

湯沢市華道会

武
たけいし

石  静
し ず こ

子さん
（佐竹町）

　
古
典
花
の
格
調
あ
る
作
品
の
発

表
と
多
く
の
後
継
者
の
育
成
に
よ

り
、
華
道
の
普
及
と
会
の
発
展
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

湯
沢
市
華
道
会

小こ
ば
や
し林  

登と

み美 

さ
ん（
表
　
町
）

　
旧
湯
沢
市
の
芸
術
文
化
協
会
設

立
時
か
ら
、
長
年
に
わ
た
り
役
員

や
副
会
長
を
務
め
、
協
会
発
展
の

礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。

山
やまうち

内  功
こう

さん
（大　町）

　
刀
剣
愛
好
者
を
募
り
会
の
設
立

に
貢
献
。
役
職
を
歴
任
し
、
講
習

会
開
催
や
会
員
の
発
掘
に
よ
り
会

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

日本美術刀剣保存協会羽後秋田支部

樋
ひ ぐ ち

口  栄
えいいち

一さん
（秋ノ宮）

　
会
長
な
ど
を
歴
任
し
、
凧
あ
げ

大
会
や
凧
づ
く
り
講
習
会
の
開
催

に
よ
り
、
湯
沢
凧
の
普
及
や
技
術

継
承
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

湯沢凧同好会

小
お の

野  育
いくろう

朗さん
（千石町）

　
会
長
な
ど
を
歴
任
し
、
そ
の
間

に
「
了
翁
禅
師
没
後
３
０
０
年
記

念
誌
」
の
執
筆
な
ど
で
会
の
発
展

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

了翁禅師研究会

富
と み や

谷  弘
ひろし

さん
（西愛宕町）

　
協
会
設
立
時
か
ら
、
事
務
局
長

や
副
会
長
を
歴
任
し
、
会
の
発
展

と
会
員
の
技
術
向
上
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

湯沢市写真協会

遠
え ん だ

田  元
もとひこ

彦さん
（須　川）

　
ク
ラ
ブ
の
創
設
時
か
ら
入
会
し

役
職
を
歴
任
。
会
員
の
模
範
と
し

て
活
動
し
、
会
の
発
展
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

弁天陶芸クラブ

佐
さ さ き

々木  君
き み こ

子さん
（山　田）
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info 令和元年度

湯沢市芸術文化賞

　１月25日、湯沢市芸術文化協会による表彰式が行われ、
長年、市の芸術文化振興に功績のあった３人に功労賞、10
人に有功賞が贈られました。

　
長
年
に
わ
た
り
役
職
を
歴
任
し
、

特
に
デ
ジ
タ
ル
写
真
に
い
ち
早
く

取
り
組
み
、
そ
の
普
及
や
技
術
向

上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 湯沢市写真協会

古
こ せ き

関  東
とういちろう

一郎さん
（田　町）

高
たかはし

橋  紀
の り こ

子さん
（大工町）

　
ク
ラ
ブ
の
創
設
時
か
ら
入
会
し

役
職
を
歴
任
。
会
の
運
営
に
努
め

る
と
と
も
に
会
員
の
技
術
向
上
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

弁天陶芸クラブ

　
全
県
、
全
国
句
会
で
の
特
選
を

は
じ
め
、
数
々
の
句
会
で
入
選
す

る
な
ど
、
会
員
の
模
範
と
し
て
活

動
さ
れ
ま
し
た
。

ゆざわ吟社市民俳句会

山
や ま だ

田  往
ゆ き お

雄さん
（田　町）
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市からのお知らせ

　１月27日、湯沢市体育協会スポーツ賞授与式が行われ、
長年、市のスポーツ振興に功績のあったかたがたに有功
賞が、日本代表として国際的に活躍した方に特別賞が贈
られました。また、今年度、各種大会で活躍した11人に
栄光賞、30人と３団体に奨励賞が贈られました。
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協
会

諸も
ろ
こ
し越  

知と
も
み美 

さ
ん
（
愛
宕
町
）

▼
横
手
高
等
学
校
定
時
制
課
程

石い
し
か
わ川  

眞ま

こ子 

さ
ん
（
高

　松
）

飛と
び
さ
わ澤  

彩あ
や
の乃 

さ
ん
（
倉

　内
）

▼
湯
沢
翔
北
高
等
学
校

【
奨
励
賞
】

田た
ま
き牧  

愛え

り

か

梨
華 

さ
ん
（
皆
瀬
中
）

東し
ょ
う
じ

海
林  

玲れ

な南 

さ
ん
（
稲
川
中
）

松ま
つ
だ田  

夏な
つ
き姫 

さ
ん
（
湯
沢
北
中
）

佐さ
と
う藤  

那な

な夏 

さ
ん
（
稲
川
中
）

加か
と
う藤  

琉り
ゅ
う
せ
い星 

さ
ん
（
湯
沢
北
中
）

渡わ
た
な
べ部  

賢け
ん
し
ん心 

さ
ん
（
湯
沢
北
中
）

寺て
ら
た田  

慧け
い
と斗 

さ
ん
（
湯
沢
南
中
）

佐さ

さ

き

々
木  

颯そ
う
た大 

さ
ん
（
湯
沢
南
中
）

日ひ

の野  

晴は
る
た大 

さ
ん
（
稲
川
中
）

佐さ
と
う藤  

愛あ
い
る流 

さ
ん
（
稲
川
中
）

簗や
な
せ瀬  

廉れ
ん
と斗 

さ
ん
（
雄
勝
中
）

佐さ

さ

き

々
木  

春は
る
き希 

さ
ん
（
皆
瀬
中
）

髙た
か
は
し橋  

怜れ

お旺 

さ
ん
（
皆
瀬
中
）

▽
野
球
競
技

瀬せ
が
わ川  

こ
こ
ろ 

さ
ん
（
湯
沢
北
中
）

石い
し
か
わ川  

幸ゆ
き
な奈 

さ
ん
（
湯
沢
北
中
）

高た
か
は
し橋  

実み

さ沙 

さ
ん
（
湯
沢
北
中
）

佐さ
と
う藤  

小こ
よ
り和 

さ
ん
（
湯
沢
北
中
）

柿か
き
ざ
き﨑  

　
澪み
お 

さ
ん
（
湯
沢
北
中
）

石い
し
わ
た綿  

心こ

あ愛 

さ
ん
（
湯
沢
北
中
）

石い
し
な
り成  

日ひ

な菜 

さ
ん
（
湯
沢
南
中
）

富と
み
や谷  

茜あ
か
ね音 

さ
ん
（
湯
沢
南
中
）

鈴す
ず
き木  

陽は
る
と斗 

さ
ん
（
湯
沢
北
中
）

大お
お
し
ま嶋  

日あ
き
と登 

さ
ん
（
湯
沢
北
中
）

吉よ
し
だ田  

暢の
ぶ
き基 

さ
ん
（
湯
沢
北
中
）

倉く
ら
た田  

隼は
や
と士 

さ
ん
（
湯
沢
南
中
）

伊い
と
う藤  

煌あ
き
と人 

さ
ん
（
湯
沢
南
中
）

湯
沢
北
中
学
校

　
　
　
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部 

　

湯
沢
南
中
学
校

　
　
　
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部 

　

▽
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技

小こ
ま
つ松  

　
聖ひ

じ
り 

さ
ん
（
雄
勝
中
）

佐さ
と
う藤  

　
諒り
ょ
う 

さ
ん
（
湯
沢
南
中
）

雄
勝
中
学
校
男
子
駅
伝
チ
ー
ム

菅す
が
わ
ら原  

佳け
い
す
け佑 

さ
ん
（
三
関
小
）　

▽
陸
上
競
技

柿か
き
ざ
き崎  

健け
ん
た太 

さ
ん
（
稲
川
中
）

▽
サ
ッ
カ
ー
競
技
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【
功
労
賞
】

【
有
功
賞
】

　
奏
者
へ
の
指
導
、
地
域
の
児
童

生
徒
へ
の
指
導
や
交
流
に
よ
り
、

後
継
者
の
育
成
や
伝
統
文
化
の
継

承
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 横堀音頭囃子方保存会

田
た は ら

原  祐
ゆうえつ

悦さん
（小　野）

　
会
の
役
職
を
歴
任
し
会
員
相
互

の
融
和
を
図
る
と
と
も
に
、
創
作

技
術
の
指
導
な
ど
、
会
員
の
模
範

と
し
て
活
動
さ
れ
ま
し
た
。

湯沢市陶芸同好会

柿
かきざき

崎  つよさん
（愛宕町）

　
作
品
に
厳
し
い
姿
勢
で
取
り
組

み
多
く
の
会
員
の
模
範
と
な
り
、

行
事
に
も
積
極
的
に
協
力
し
、
会

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

湯沢市華道会

武
たけいし

石  静
し ず こ

子さん
（佐竹町）

　
古
典
花
の
格
調
あ
る
作
品
の
発

表
と
多
く
の
後
継
者
の
育
成
に
よ

り
、
華
道
の
普
及
と
会
の
発
展
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

湯
沢
市
華
道
会

小こ
ば
や
し林  

登と

み美 

さ
ん（
表
　
町
）

　
旧
湯
沢
市
の
芸
術
文
化
協
会
設

立
時
か
ら
、
長
年
に
わ
た
り
役
員

や
副
会
長
を
務
め
、
協
会
発
展
の

礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。

山
やまうち

内  功
こう

さん
（大　町）

　
刀
剣
愛
好
者
を
募
り
会
の
設
立

に
貢
献
。
役
職
を
歴
任
し
、
講
習

会
開
催
や
会
員
の
発
掘
に
よ
り
会

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

日本美術刀剣保存協会羽後秋田支部

樋
ひ ぐ ち

口  栄
えいいち

一さん
（秋ノ宮）

　
会
長
な
ど
を
歴
任
し
、
凧
あ
げ

大
会
や
凧
づ
く
り
講
習
会
の
開
催

に
よ
り
、
湯
沢
凧
の
普
及
や
技
術

継
承
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

湯沢凧同好会

小
お の

野  育
いくろう

朗さん
（千石町）

　
会
長
な
ど
を
歴
任
し
、
そ
の
間

に
「
了
翁
禅
師
没
後
３
０
０
年
記

念
誌
」
の
執
筆
な
ど
で
会
の
発
展

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

了翁禅師研究会

富
と み や

谷  弘
ひろし

さん
（西愛宕町）

　
協
会
設
立
時
か
ら
、
事
務
局
長

や
副
会
長
を
歴
任
し
、
会
の
発
展

と
会
員
の
技
術
向
上
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

湯沢市写真協会

遠
え ん だ

田  元
もとひこ

彦さん
（須　川）

　
ク
ラ
ブ
の
創
設
時
か
ら
入
会
し

役
職
を
歴
任
。
会
員
の
模
範
と
し

て
活
動
し
、
会
の
発
展
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

弁天陶芸クラブ

佐
さ さ き

々木  君
き み こ

子さん
（山　田）

07
info 令和元年度

湯沢市芸術文化賞

　１月25日、湯沢市芸術文化協会による表彰式が行われ、
長年、市の芸術文化振興に功績のあった３人に功労賞、10
人に有功賞が贈られました。

　
長
年
に
わ
た
り
役
職
を
歴
任
し
、

特
に
デ
ジ
タ
ル
写
真
に
い
ち
早
く

取
り
組
み
、
そ
の
普
及
や
技
術
向

上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 湯沢市写真協会

古
こ せ き

関  東
とういちろう

一郎さん
（田　町）

高
たかはし

橋  紀
の り こ

子さん
（大工町）

　
ク
ラ
ブ
の
創
設
時
か
ら
入
会
し

役
職
を
歴
任
。
会
の
運
営
に
努
め

る
と
と
も
に
会
員
の
技
術
向
上
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

弁天陶芸クラブ

　
全
県
、
全
国
句
会
で
の
特
選
を

は
じ
め
、
数
々
の
句
会
で
入
選
す

る
な
ど
、
会
員
の
模
範
と
し
て
活

動
さ
れ
ま
し
た
。

ゆざわ吟社市民俳句会

山
や ま だ

田  往
ゆ き お

雄さん
（田　町）
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市からのお知らせ・森林管理システム／市からのお知らせ

　
長
期
間
に
わ
た
り
利
用
者
の
皆
さ
ん
に

ご
不
便
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、

耐
震
補
強
工
事
が
終
了
し
ま
し
た
の
で
、

４
月
１
日
㈬
か
ら
利
用
を
開
始
し
ま
す
。

　
な
お
、
４
月
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
３

月
10
日
㈫
か
ら
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

問
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
１
１

　
３
２
）、
湯
沢
市
体
育
セ
ン
タ
ー
（
☎

�
３
９
７
９
）

　
令
和
２
年
度
固
定
資
産
の
土
地
・
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　
縦
覧
制
度
と
は
、
納
税
者
の
皆
さ
ん
が

所
有
す
る
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
と
縦
覧

帳
簿
に
記
載
さ
れ
た
ほ
か
の
土
地
や
家
屋

の
評
価
額
と
を
比
較
し
、
そ
の
評
価
が
適

正
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
制
度
で
す
。

　
ま
た
、
閲
覧
制
度
は
固
定
資
産
の
所
有

者
が
、
自
分
が
所
有
す
る
資
産
の
固
定
資

産
税
の
課
税
内
容
を
閲
覧
で
き
る
制
度
で

す
。
借
地
・
借
家
人
な
ど
も
貸
借
料
な
ど

の
対
価
を
支
払
っ
て
い
る
土
地
・
家
屋
に

つ
い
て
、
固
定
資
産
税
の
課
税
内
容
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
期

　間

▽
縦
覧
＝
４
月
１
日
㈬
〜
６
月
１
日
㈪

▽
閲
覧
＝
通
年

※
い
ず
れ
も
平
日
の
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
。

▼
場

　所
…
税
務
課
固
定
資
産
税
班
ま
た

は
各
総
合
支
所

▼
持
ち
物

①
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
平
成
31

年
度
ま
た
は
令
和
２
年
度
の
納
税
通

知
書
や
課
税
明
細
書
、免
許
証
な
ど
）

②
借
地
・
借
家
人
な
ど
は
、
そ
の
権
利

関
係
を
示
す
書
面
な
ど

③
印
鑑
（
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
）

▼
日

　時
…
３
月
８
日
㈰
／
午
前
10
時

▼
場

　所
…
愛
宕
山
シ
ャ
ン
ツ
ェ

▼
内

　容
…
特
設
ミ
ニ
ミ
ニ
ジ
ャ
ン
プ
台

　（
50
㎝
級
・
２
ｍ
級
）、
特
設
ミ
ニ
ジ
ャ

ン
プ
台
（
４
ｍ
級
・
７
ｍ
級
）、
ス
モ
ー

ル
ジ
ャ
ン
プ
台
（
20
ｍ
級
）、
ジ
ャ
ン

プ
台
け
つ（
お
尻
）す
べ
り
大
会（
個
人
・

親
子
）

▼
参
加
対
象
…
市
内
在
住
の
未
就
学
児

（
年
長
）、
小
・
中
学
生
、
一
般

▼
参
加
料
…
３
０
０
円

▼
申
込
み
…
当
日
会
場
に
て
午
前
９
時
か

ら
受
付

※
開
会
式
終
了
後
、
ジ
ャ
ン
プ
実
技
指
導

を
行
い
ま
す
。

問
湯
沢
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
　
赤
平
（
☎
�

２
９
８
８
）

▼
日

　時
…
３
月
15
日
㈰
／
午
前
９
時
30

分
▼
場

　所
…
総
合
体
育
館

▼
参
加
資
格
…
市
内
の
中
学
校
、
高
等
学

校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
市
内
で
活
動
し

ち
び
っ
子
ジ
ャ
ン
プ
教
室
と

ミ
ニ
ミ
ニ
ジ
ャ
ン
プ
大
会

６
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
総
合
選
手
権
大
会

■
湯
沢
市
体
育
セ
ン
タ
ー
利
用
開
始

（
４
月
か
ら
）

■
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

お
よ
び
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

■
手
話
教
室

（
厚
労
省
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
）

■
市
民
総
体

　参
加
者
募
集

お
知
ら
せ

08
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▼
日

　時
…
４
月
15
日
㈬
〜
令
和
３
年
１

月
27
日
㈬
／
午
後
７
時
〜
９
時
（
全
38

回
）

▼
場

　所
…
市
役
所
本
庁
舎
２
階
会
議
室

　
祉
課
障
が
い
福
祉
班
（
☎
�
８
０
７
５
）

て
い
る
一
般
チ
ー
ム

▼
参
加
料
…
１
チ
ー
ム
千
円

▼
申
込
み
…
３
月
10
日
㈫
ま
で
、
参
加
申

込
書
に
記
入
の
上
、
左
記
へ
。

問
湯
沢
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
　
石
成

（
☎
０
９
０
‐
７
３
３
９
‐
１
９
０
１
、

ishinari4260@
gm
ail.com

）

▼
受
講
料
…
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
３
３
０
０

円
は
自
己
負
担
）

▼
対

　象
…
手
話
を
学
び
た
い
方

▼
申
込
み
…
４
月
３
日
㈮
ま
で
、
左
記
へ

問
湯
沢
市
手
話
の
会
　
宮
原
（
☎
０
９
０

‐
７
０
７
１
‐
４
２
２
２
）
ま
た
は
福

▼
手
数
料
…
縦
覧
期
間
中
は
無
料
（
期
間

を
過
ぎ
て
か
ら
の
閲
覧
は
一
部
に
つ
き

２
０
０
円
）

問
税
務
課
固
定
資
産
税
班
（
☎
�
８
０

　
９
５
）
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現状
目指す姿多様で健全な森林へ誘導

天然生林
天然生林育成複層林

育成単層林

育成複層林

間伐が進まない

路網が開設
できない

育成単層林

課題

育成

植栽 伐採

利用

　
市
で
は
、
が
ん
治
療
に
伴
い
「
医
療
用

ウ
ィ
ッ
グ
」
ま
た
は
「
乳
房
補
正
具
」
を

購
入
し
た
方
の
う
ち
、
県
の
「
が
ん
患
者

医
療
用
補
正
具
助
成
事
業
」
の
承
認
決
定

を
受
け
て
い
る
方
に
対
し
て
費
用
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
市
へ
の
助
成
の
申
請
期
限
は

３
月
31
日
㈫
で
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
方

は
期
限
ま
で
に
申
請
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
月
中
に
県
へ
助
成
事
業
の
申

請
を
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
左
記
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
健
康
対
策
課
健
康
企
画
班
（
☎
�
２
１

　
２
４
）

　
こ
れ
ま
で
、
市
職
員
の
採
用
試
験
（
１

次
試
験
）
は
、
す
べ
て
９
月
に
実
施
し
て

い
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
度
「
大
学
卒
業

程
度
」
の
試
験
に
つ
い
て
は
、
７
月
に
実

施
す
る
予
定
で
す
。

　
試
験
案
内
に
つ
い
て
は
、
広
報
５
月
号

お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
そ
の
他
の
試
験
区
分
の
採
用
試

験
（
１
次
試
験
）
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

９
月
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

問
総
務
課
人
事
給
与
班（
☎
�
８
２
４
５
）

　
と
ん
汁
無
料
サ
ー
ビ
ス
と
幼
児
先
着
50

人
に
「
ダ
イ
ヤ
凧
」
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日

　時
…
３
月
15
日
㈰
／
午
前
９
時
30

分
（
受
付
は
午
前
９
時
）

▼
場

　所
…
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
広
場

前
（
雨
天
の
と
き
は
健
康
ド
ー
ム
）

▼
参
加
費
…
無
料
（
参
加
賞
あ
り
）

問
観
光
・
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
課
観
光
物
産

班
（
☎
�
８
１
８
０
）

　
年
度
末
と
年
度
始
め
の
土
曜
日
に
、
表

記
の
窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。

▼
開
庁
時
間
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
場

　所
…
市
役
所
本
庁
舎
　
市
民
課

※
「
住
民
異
動
」
は
受
付
の
み
で
す
。
保

険
証
な
ど
の
手
続
き
は
、
平
日
に
再
来

庁
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
住
民
班
（
☎
�
２
１
１
６
）

■
「
が
ん
患
者
補
正
具
購
入
費
助
成
」

申
請
は
３
月
31
日
ま
で
！

■
大
学
卒
業
程
度
の
「
湯
沢
市
職
員
採

用
試
験
」
は
７
月
に
実
施
予
定
で
す

■
第
63
回
「
湯
沢
市
凧
あ
げ
大
会
」

■
３
月
28
日
㈯
・
４
月
４
日
㈯
は

　「
証
明
書
交
付
」
　「
印
鑑
登
録
」

　「
住
民
異
動
受
付
」

　「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
」
を

行
い
ま
す

問 農林課林務班（☎55-8569）

新たな森林管理システムがスタート！
　この制度は、これまでの経営や管理が適切に行われていない森林を、市町村が仲介役となり、森林所有者と「意

欲と能力のある林業経営者」をつなぐほか、市町村が自ら森林整備を行うことで、森林を適切に経営管理する

ための制度です。

森
林
の
経
営
管
理
の
現
状
と
将
来
像

自然的条件に照らして林業経営に適さない人
工林は、管理コストの低い針広混交林(スギや
広葉樹が混じり合った森林)へ誘導。

自然条件などが良く林業経営に適した人工林
は、森林の経営管理の集積・集約化、路網整
備を進めて、林業的利用を積極的に展開。

多様な伐期による伐採と

植栽による確実な更新を

図る

森林の多面的機能の発揮 と 林業の成長産業化

私有人工林

既に集積・集約化されて
いるのは約３分の１

従来の取組に加え、新たな制度により整備
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市からのお知らせ・森林管理システム／市からのお知らせ

　
長
期
間
に
わ
た
り
利
用
者
の
皆
さ
ん
に

ご
不
便
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、

耐
震
補
強
工
事
が
終
了
し
ま
し
た
の
で
、

４
月
１
日
㈬
か
ら
利
用
を
開
始
し
ま
す
。

　
な
お
、
４
月
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
３

月
10
日
㈫
か
ら
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

問
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
１
１

　
３
２
）、
湯
沢
市
体
育
セ
ン
タ
ー
（
☎

�
３
９
７
９
）

　
令
和
２
年
度
固
定
資
産
の
土
地
・
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　
縦
覧
制
度
と
は
、
納
税
者
の
皆
さ
ん
が

所
有
す
る
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
と
縦
覧

帳
簿
に
記
載
さ
れ
た
ほ
か
の
土
地
や
家
屋

の
評
価
額
と
を
比
較
し
、
そ
の
評
価
が
適

正
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
制
度
で
す
。

　
ま
た
、
閲
覧
制
度
は
固
定
資
産
の
所
有

者
が
、
自
分
が
所
有
す
る
資
産
の
固
定
資

産
税
の
課
税
内
容
を
閲
覧
で
き
る
制
度
で

す
。
借
地
・
借
家
人
な
ど
も
貸
借
料
な
ど

の
対
価
を
支
払
っ
て
い
る
土
地
・
家
屋
に

つ
い
て
、
固
定
資
産
税
の
課
税
内
容
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
期

　間

▽
縦
覧
＝
４
月
１
日
㈬
〜
６
月
１
日
㈪

▽
閲
覧
＝
通
年

※
い
ず
れ
も
平
日
の
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
。

▼
場

　所
…
税
務
課
固
定
資
産
税
班
ま
た

は
各
総
合
支
所

▼
持
ち
物

①
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
平
成
31

年
度
ま
た
は
令
和
２
年
度
の
納
税
通

知
書
や
課
税
明
細
書
、免
許
証
な
ど
）

②
借
地
・
借
家
人
な
ど
は
、
そ
の
権
利

関
係
を
示
す
書
面
な
ど

③
印
鑑
（
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
）

▼
日

　時
…
３
月
８
日
㈰
／
午
前
10
時

▼
場

　所
…
愛
宕
山
シ
ャ
ン
ツ
ェ

▼
内

　容
…
特
設
ミ
ニ
ミ
ニ
ジ
ャ
ン
プ
台

　（
50
㎝
級
・
２
ｍ
級
）、
特
設
ミ
ニ
ジ
ャ

ン
プ
台
（
４
ｍ
級
・
７
ｍ
級
）、
ス
モ
ー

ル
ジ
ャ
ン
プ
台
（
20
ｍ
級
）、
ジ
ャ
ン

プ
台
け
つ（
お
尻
）す
べ
り
大
会（
個
人
・

親
子
）

▼
参
加
対
象
…
市
内
在
住
の
未
就
学
児

（
年
長
）、
小
・
中
学
生
、
一
般

▼
参
加
料
…
３
０
０
円

▼
申
込
み
…
当
日
会
場
に
て
午
前
９
時
か

ら
受
付

※
開
会
式
終
了
後
、
ジ
ャ
ン
プ
実
技
指
導

を
行
い
ま
す
。

問
湯
沢
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
　
赤
平
（
☎
�

２
９
８
８
）

▼
日

　時
…
３
月
15
日
㈰
／
午
前
９
時
30

分
▼
場

　所
…
総
合
体
育
館

▼
参
加
資
格
…
市
内
の
中
学
校
、
高
等
学

校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
市
内
で
活
動
し

ち
び
っ
子
ジ
ャ
ン
プ
教
室
と

ミ
ニ
ミ
ニ
ジ
ャ
ン
プ
大
会

６
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
総
合
選
手
権
大
会

■
湯
沢
市
体
育
セ
ン
タ
ー
利
用
開
始

（
４
月
か
ら
）

■
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

お
よ
び
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

■
手
話
教
室

（
厚
労
省
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
）

■
市
民
総
体

　参
加
者
募
集

お
知
ら
せ

08
info

▼
日

　時
…
４
月
15
日
㈬
〜
令
和
３
年
１

月
27
日
㈬
／
午
後
７
時
〜
９
時
（
全
38

回
）

▼
場

　所
…
市
役
所
本
庁
舎
２
階
会
議
室

　
祉
課
障
が
い
福
祉
班
（
☎
�
８
０
７
５
）

て
い
る
一
般
チ
ー
ム

▼
参
加
料
…
１
チ
ー
ム
千
円

▼
申
込
み
…
３
月
10
日
㈫
ま
で
、
参
加
申

込
書
に
記
入
の
上
、
左
記
へ
。

問
湯
沢
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
　
石
成

（
☎
０
９
０
‐
７
３
３
９
‐
１
９
０
１
、

ishinari4260@
gm
ail.com

）

▼
受
講
料
…
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
３
３
０
０

円
は
自
己
負
担
）

▼
対

　象
…
手
話
を
学
び
た
い
方

▼
申
込
み
…
４
月
３
日
㈮
ま
で
、
左
記
へ

問
湯
沢
市
手
話
の
会
　
宮
原
（
☎
０
９
０

‐
７
０
７
１
‐
４
２
２
２
）
ま
た
は
福

▼
手
数
料
…
縦
覧
期
間
中
は
無
料
（
期
間

を
過
ぎ
て
か
ら
の
閲
覧
は
一
部
に
つ
き

２
０
０
円
）

問
税
務
課
固
定
資
産
税
班
（
☎
�
８
０

　
９
５
）
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現状
目指す姿多様で健全な森林へ誘導

天然生林
天然生林育成複層林

育成単層林

育成複層林

間伐が進まない

路網が開設
できない

育成単層林

課題

育成

植栽 伐採

利用

　
市
で
は
、
が
ん
治
療
に
伴
い
「
医
療
用

ウ
ィ
ッ
グ
」
ま
た
は
「
乳
房
補
正
具
」
を

購
入
し
た
方
の
う
ち
、
県
の
「
が
ん
患
者

医
療
用
補
正
具
助
成
事
業
」
の
承
認
決
定

を
受
け
て
い
る
方
に
対
し
て
費
用
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
市
へ
の
助
成
の
申
請
期
限
は

３
月
31
日
㈫
で
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
方

は
期
限
ま
で
に
申
請
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
月
中
に
県
へ
助
成
事
業
の
申

請
を
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
左
記
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
健
康
対
策
課
健
康
企
画
班
（
☎
�
２
１

　
２
４
）

　
こ
れ
ま
で
、
市
職
員
の
採
用
試
験
（
１

次
試
験
）
は
、
す
べ
て
９
月
に
実
施
し
て

い
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
度
「
大
学
卒
業

程
度
」
の
試
験
に
つ
い
て
は
、
７
月
に
実

施
す
る
予
定
で
す
。

　
試
験
案
内
に
つ
い
て
は
、
広
報
５
月
号

お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
そ
の
他
の
試
験
区
分
の
採
用
試

験
（
１
次
試
験
）
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

９
月
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

問
総
務
課
人
事
給
与
班（
☎
�
８
２
４
５
）

　
と
ん
汁
無
料
サ
ー
ビ
ス
と
幼
児
先
着
50

人
に
「
ダ
イ
ヤ
凧
」
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日

　時
…
３
月
15
日
㈰
／
午
前
９
時
30

分
（
受
付
は
午
前
９
時
）

▼
場

　所
…
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
広
場

前
（
雨
天
の
と
き
は
健
康
ド
ー
ム
）

▼
参
加
費
…
無
料
（
参
加
賞
あ
り
）

問
観
光
・
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
課
観
光
物
産

班
（
☎
�
８
１
８
０
）

　
年
度
末
と
年
度
始
め
の
土
曜
日
に
、
表

記
の
窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。

▼
開
庁
時
間
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
場

　所
…
市
役
所
本
庁
舎
　
市
民
課

※
「
住
民
異
動
」
は
受
付
の
み
で
す
。
保

険
証
な
ど
の
手
続
き
は
、
平
日
に
再
来

庁
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
住
民
班
（
☎
�
２
１
１
６
）

■
「
が
ん
患
者
補
正
具
購
入
費
助
成
」

申
請
は
３
月
31
日
ま
で
！

■
大
学
卒
業
程
度
の
「
湯
沢
市
職
員
採

用
試
験
」
は
７
月
に
実
施
予
定
で
す

■
第
63
回
「
湯
沢
市
凧
あ
げ
大
会
」

■
３
月
28
日
㈯
・
４
月
４
日
㈯
は

　「
証
明
書
交
付
」
　「
印
鑑
登
録
」

　「
住
民
異
動
受
付
」

　「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
」
を

行
い
ま
す

問 農林課林務班（☎55-8569）

新たな森林管理システムがスタート！
　この制度は、これまでの経営や管理が適切に行われていない森林を、市町村が仲介役となり、森林所有者と「意

欲と能力のある林業経営者」をつなぐほか、市町村が自ら森林整備を行うことで、森林を適切に経営管理する

ための制度です。

森
林
の
経
営
管
理
の
現
状
と
将
来
像

自然的条件に照らして林業経営に適さない人
工林は、管理コストの低い針広混交林(スギや
広葉樹が混じり合った森林)へ誘導。

自然条件などが良く林業経営に適した人工林
は、森林の経営管理の集積・集約化、路網整
備を進めて、林業的利用を積極的に展開。

多様な伐期による伐採と

植栽による確実な更新を

図る

森林の多面的機能の発揮 と 林業の成長産業化

私有人工林

既に集積・集約化されて
いるのは約３分の１

従来の取組に加え、新たな制度により整備
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ユースポ・図書館だより／市長短信・市長日誌

　地
方
の
活
性
化
の
た
め
に
人
材
を
募
集
し
、
課
題

解
決
に
結
び
つ
け
よ
う
と
始
ま
っ
た
の
が
「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
」
事
業
で
す
。

　隊
員
は
、
地
場
産
品
の
開
発
や
販
売
、
地
域
の
魅

力
発
信
や
移
住
定
住
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
活
動
し
、
報
酬
や
活
動
費
な
ど
は
国
が
補
助
す

る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　現
在
、
湯
沢
市
で
は
、
こ
の
事
業
に
よ
り
７
人
の

協
力
隊
員
が
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
１
月
末
に
は
、

日
頃
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
会
を
兼
ね
て
、

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
の
で
、
活
動
や
意
気

込
み
を
紹
介
し
ま
す
。

・「
就
農
に
向
け
て
準
備
を
進
め
た
い
」

―
農
業
分
野
で
活
動
し
て
い
る
隊
員
（
男
性
）

・「
集
客
ツ
ア
ー
の
企
画
や
ガ
イ
ド
の
経
験
を
生
か
し
、

い
ず
れ
は
旅
行
会
社
を
立
ち
上
げ
て
、
湯
沢
で
の

生
活
を
も
っ
と
楽
し
み
た
い
」

―
観
光
分
野
で
活
動
し
て
い
る
隊
員
（
女
性
）

・「
湯
沢
市
で
の
多
様
で
心
豊
か
な
生
活
を
考
え
る『
湯

沢
未
来
の
暮
ら
し
研
究
会
』
を
立
ち
上
げ
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
」

―
働
き
方
改
革
の
分
野
で
活
動
し
て
い
る
隊
員
（
男
性
）

・「
自
分
の
デ
ザ
イ
ン
で
展
覧
会
の
賞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
多
く
の
方
に
私
の
作
品
を
知
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
営
業
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」

―
川
連
漆
器
の
技
術
習
得
の
た
め
活
動
し
て
い
る
隊
員
（
女
性
）

　意
見
交
換
会
に
は
、
１
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
湯
沢

市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
ざ
わ
‐
Ｂ
ｉ
ｚ
」
の
セ

ン
タ
ー
長
や
湯
沢
市
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
も
参

加
し
、
違
っ
た
視
点
か
ら
活
発
な
意
見
や
ア
ド
バ
イ

ス
も
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
協
力
隊
員
の
ま
す
ま
す

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

  

協
力
隊
を
退
任
し
て
も
就
労
や
結
婚
な
ど
に
よ
り
、

湯
沢
市
に
定
住
さ
れ
て
い
る
隊
員
の
か
た
が
た
も
い

ま
す
。
協
力
隊
員
の
皆
さ
ん
が
、
湯
沢
に
魅
力
を
感
じ
、

喜
ん
で
定
着
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
今
後
一

層
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

1日（水） 年賀郵便元旦配達出発式

5日（日） 湯沢市消防出初式

6日（月） 湯沢市交通指導隊・湯沢市防犯指導隊合同出初式

7日（火） 秋田銘醸株式会社新年会

9日（木） 湯沢市農業再生協議会臨時総会

10日（金） 湯沢商工会議所新年祝賀会

12日（日） 高松地区新春座談会

14日（火） 人権擁護委員委嘱状交付式

15日（水） 2020パルシステムグループ賀詞交歓会（東京都）

16日（木） 企業訪問（東京都）、在京秋田県人新春交歓会（東京都）

17日（金） 湯沢市四商店街・日専連ゆざわ合同新年祝賀会並びに研修会

18日（土） 奥山京助範士旗・大谷博信教士杯争奪第41回3時間立切試合並
びに第21回女子2時間立切試合基立選手激励会

19日（日） 奥山京助範士旗・大谷博信教士杯争奪第41回3時間立切試合並
びに第21回女子2時間立切試合開会式

20日（月） 第11回湯沢市地方創生推進会議、湯沢商工会議所青年部新年
祝賀会

24日（金） 秋田県漆器工業協同組合新年祝賀会

25日（土） 湯沢市芸術文化賞表彰式並びに祝賀会

27日（月） 湯沢雄勝地域定住自立圏共生ビジョン懇談会、湯沢市体育協会
スポーツ賞授与式並びに祝賀会

28日（火） 定例記者会見、湯沢地区行政員連絡会新春懇話会

30日（木） 総合戦略推進本部会議、官民連携手法（PPP・PFI）に関する勉
強会、山田地区市長との対話集会

31日（金） 湯沢市環境衛生組織連合会新年会

市長日誌（1月）

※各項目の詳細については、市ホームページをご覧ください。

■交際費報告

項　　目
1月分

内　訳 件数・個数 金額（円）

祝金及び寸志 0 0

会 　 　 費 湯沢商工会議所新年祝賀会会費ほか 19 127,000 

弔 慰 金 等 香典ほか 3 40,000 

見　 舞　 金 0 0 

協　 賛　 費
奥山京助範士旗・大谷博信教士杯争奪
第41回3時間立切試合並びに第21回
女子2時間立切試合への市長賞協賛

1 21,420 

接 　 　 遇 訪問時の手土産代ほか 3 10,950 

合　　計 26 199,370 

「
湯
沢
市
に
お
け
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
躍
に
つ
い
て
」

市長
短信

▲「犬っこまつり」海外発信のため湯沢を訪
れた、萬嘉蓁さん(台湾、写真左)、ティファ
ニーさん(フィリピン、写真右)が来庁
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2 日㈪、15 日㈰、20 日㈮
毎週月曜日、20 日㈮
休館日はありません
毎週土・日曜日、祝日

湯
雄
稲
皆

今月の
休館日

■　皆瀬生涯学習センターからの図書案内

ここで紹介した図書は一部です。
新着図書情報は、市ホームページでもご覧いただけます。

湯 ▷ 湯沢図書館（☎73-3040） 稲 ▷ 稲川カルチャーセンター（☎78-5557） 皆 ▷ 皆瀬生涯学習センター（☎46-2033）雄 ▷ 雄勝図書館（☎52-5387）

ひみつのしつもん 岸本 佐知子

　翻訳の業界専門誌「ちくま」で18年間続いて

いる連載を書籍化した３冊目のエッセイ集です。

　身近な日常の出来事が、作者の自由な発想で

あらゆる角度から展開されていきます。どこと

なく不思議で心地よい話や楽しい話が集められ

ています。ぜひ、お楽しみください。

湯沢のスポーツ情報

※市のホームページにもスポーツ情報を掲載しています。
　「トップページ→暮らしのガイド→スポーツ」

問 生涯学習課スポーツ振興班（☎55-8286）

　市では、多くの市民の皆さんが読書に親しめる環

境づくりに取り組んでおり、県の読書活動推進パー

トナー支援事業を活用し、読書活動推進パートナー

に認定した、就労者支援施設

「あんみつ姫」と「雄勝中央

病院」に図書を設置しました。

ぜひ気軽に読書をお楽しみく

ださい。

3月

一
般
図
書

老いのトリセツ 石川 恭三

老人ホームのお金と探し方　親を大切に考える子世代のための 小嶋 勝利

私たちが、地球に住めなくなる前に　宇宙物理学者から見た人類の未来

すごいぞ！はたらく知財　14歳からの知的財産入門

パパ離乳食はじめます。 本田 よう一

抵抗都市 佐々木 譲

ボケの品格　清く、気高く、いさぎよく 川北 義則

さび取りごはん 新生 暁子

荒城に白百合ありて 須賀 しのぶ

飛べないカラス 木内 一裕

湯

湯

稲

稲

皆

雄

雄

湯

湯

湯

マーティン・リース

内田 朋子ほか

くすのき しげのり

図書館からのお知らせ

秋田県のスタートは湯沢市から

かおかおばあ 山口 真美

図書館のふしぎな時間 福本 友美子

空手、はじめます！
語感をみがこう  見て・くらべてオノマトペ！ [1] 小野 正弘

わかる！応援できる！パラスポーツ事典 高橋 明

３分で “心が温まる” ショートストーリー 小狐 裕介

しろいおひげなにたべた？ MiyaUni

児
童
図
書

湯

湯

雄

湯

湯

湯

雄

　東京2020オリンピック聖火リレーが「希望の道を、つなごう」をコンセプ

トに、121日かけて47都道府県858市町村を巡ります。

　人々の情熱をのせた聖火は、７月24日の開会式でメインスタジアムの聖火

台に点火されます。

　56年ぶりに日本で開催される世界的な祭典をみんなで盛り上げましょう！

　ルートの詳細や新着情報については、「市ホームページ」または「東京オリンピック・パラリンピック競技

大会組織委員会の公式ホームページ」をご覧ください。

オリンピック聖火リレー

を応援しよう！

６月 ９日（１日目）　湯沢市⇒横手市⇒由利本荘市⇒美郷町⇒大仙市⇒仙北市⇒秋田市

６月10日（２日目）　潟上市⇒八郎潟町⇒大潟村⇒能代市⇒大館市⇒男鹿市⇒鹿角市
県内スケジュール

６月９日 火■開催日時 ■ルート 市役所本庁舎 ⇒ 前森公園
※時間については、まだ公表されていませんが、午前中の実施が想定されます。
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ユースポ・図書館だより／市長短信・市長日誌

　地
方
の
活
性
化
の
た
め
に
人
材
を
募
集
し
、
課
題

解
決
に
結
び
つ
け
よ
う
と
始
ま
っ
た
の
が
「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
」
事
業
で
す
。

　隊
員
は
、
地
場
産
品
の
開
発
や
販
売
、
地
域
の
魅

力
発
信
や
移
住
定
住
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
活
動
し
、
報
酬
や
活
動
費
な
ど
は
国
が
補
助
す

る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　現
在
、
湯
沢
市
で
は
、
こ
の
事
業
に
よ
り
７
人
の

協
力
隊
員
が
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
１
月
末
に
は
、

日
頃
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
会
を
兼
ね
て
、

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
の
で
、
活
動
や
意
気

込
み
を
紹
介
し
ま
す
。

・「
就
農
に
向
け
て
準
備
を
進
め
た
い
」

―
農
業
分
野
で
活
動
し
て
い
る
隊
員
（
男
性
）

・「
集
客
ツ
ア
ー
の
企
画
や
ガ
イ
ド
の
経
験
を
生
か
し
、

い
ず
れ
は
旅
行
会
社
を
立
ち
上
げ
て
、
湯
沢
で
の

生
活
を
も
っ
と
楽
し
み
た
い
」

―
観
光
分
野
で
活
動
し
て
い
る
隊
員
（
女
性
）

・「
湯
沢
市
で
の
多
様
で
心
豊
か
な
生
活
を
考
え
る『
湯

沢
未
来
の
暮
ら
し
研
究
会
』
を
立
ち
上
げ
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
」

―
働
き
方
改
革
の
分
野
で
活
動
し
て
い
る
隊
員
（
男
性
）

・「
自
分
の
デ
ザ
イ
ン
で
展
覧
会
の
賞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
多
く
の
方
に
私
の
作
品
を
知
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
営
業
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」

―
川
連
漆
器
の
技
術
習
得
の
た
め
活
動
し
て
い
る
隊
員
（
女
性
）

　意
見
交
換
会
に
は
、
１
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に
オ
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プ
ン
し
た
湯
沢

市
産
業
支
援
セ
ン
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ー
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ざ
わ
‐
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ｉ
ｚ
」
の
セ

ン
タ
ー
長
や
湯
沢
市
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
も
参

加
し
、
違
っ
た
視
点
か
ら
活
発
な
意
見
や
ア
ド
バ
イ

ス
も
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
協
力
隊
員
の
ま
す
ま
す

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

  

協
力
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を
退
任
し
て
も
就
労
や
結
婚
な
ど
に
よ
り
、

湯
沢
市
に
定
住
さ
れ
て
い
る
隊
員
の
か
た
が
た
も
い

ま
す
。
協
力
隊
員
の
皆
さ
ん
が
、
湯
沢
に
魅
力
を
感
じ
、

喜
ん
で
定
着
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
今
後
一

層
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

1日（水） 年賀郵便元旦配達出発式

5日（日） 湯沢市消防出初式

6日（月） 湯沢市交通指導隊・湯沢市防犯指導隊合同出初式

7日（火） 秋田銘醸株式会社新年会

9日（木） 湯沢市農業再生協議会臨時総会

10日（金） 湯沢商工会議所新年祝賀会

12日（日） 高松地区新春座談会

14日（火） 人権擁護委員委嘱状交付式

15日（水） 2020パルシステムグループ賀詞交歓会（東京都）

16日（木） 企業訪問（東京都）、在京秋田県人新春交歓会（東京都）

17日（金） 湯沢市四商店街・日専連ゆざわ合同新年祝賀会並びに研修会

18日（土） 奥山京助範士旗・大谷博信教士杯争奪第41回3時間立切試合並
びに第21回女子2時間立切試合基立選手激励会

19日（日） 奥山京助範士旗・大谷博信教士杯争奪第41回3時間立切試合並
びに第21回女子2時間立切試合開会式

20日（月） 第11回湯沢市地方創生推進会議、湯沢商工会議所青年部新年
祝賀会

24日（金） 秋田県漆器工業協同組合新年祝賀会

25日（土） 湯沢市芸術文化賞表彰式並びに祝賀会

27日（月） 湯沢雄勝地域定住自立圏共生ビジョン懇談会、湯沢市体育協会
スポーツ賞授与式並びに祝賀会

28日（火） 定例記者会見、湯沢地区行政員連絡会新春懇話会

30日（木） 総合戦略推進本部会議、官民連携手法（PPP・PFI）に関する勉
強会、山田地区市長との対話集会

31日（金） 湯沢市環境衛生組織連合会新年会

市長日誌（1月）

※各項目の詳細については、市ホームページをご覧ください。

■交際費報告

項　　目
1月分

内　訳 件数・個数 金額（円）

祝金及び寸志 0 0

会 　 　 費 湯沢商工会議所新年祝賀会会費ほか 19 127,000 

弔 慰 金 等 香典ほか 3 40,000 

見　 舞　 金 0 0 

協　 賛　 費
奥山京助範士旗・大谷博信教士杯争奪
第41回3時間立切試合並びに第21回
女子2時間立切試合への市長賞協賛

1 21,420 

接 　 　 遇 訪問時の手土産代ほか 3 10,950 

合　　計 26 199,370 

「
湯
沢
市
に
お
け
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
躍
に
つ
い
て
」

市長
短信

▲「犬っこまつり」海外発信のため湯沢を訪
れた、萬嘉蓁さん(台湾、写真左)、ティファ
ニーさん(フィリピン、写真右)が来庁
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毎週月曜日、20 日㈮
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湯
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皆
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休館日

■　皆瀬生涯学習センターからの図書案内

ここで紹介した図書は一部です。
新着図書情報は、市ホームページでもご覧いただけます。

湯 ▷ 湯沢図書館（☎73-3040） 稲 ▷ 稲川カルチャーセンター（☎78-5557） 皆 ▷ 皆瀬生涯学習センター（☎46-2033）雄 ▷ 雄勝図書館（☎52-5387）

ひみつのしつもん 岸本 佐知子

　翻訳の業界専門誌「ちくま」で18年間続いて

いる連載を書籍化した３冊目のエッセイ集です。

　身近な日常の出来事が、作者の自由な発想で

あらゆる角度から展開されていきます。どこと

なく不思議で心地よい話や楽しい話が集められ

ています。ぜひ、お楽しみください。

湯沢のスポーツ情報

※市のホームページにもスポーツ情報を掲載しています。
　「トップページ→暮らしのガイド→スポーツ」

問 生涯学習課スポーツ振興班（☎55-8286）

　市では、多くの市民の皆さんが読書に親しめる環

境づくりに取り組んでおり、県の読書活動推進パー

トナー支援事業を活用し、読書活動推進パートナー

に認定した、就労者支援施設

「あんみつ姫」と「雄勝中央

病院」に図書を設置しました。

ぜひ気軽に読書をお楽しみく

ださい。

3月

一
般
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老いのトリセツ 石川 恭三

老人ホームのお金と探し方　親を大切に考える子世代のための 小嶋 勝利

私たちが、地球に住めなくなる前に　宇宙物理学者から見た人類の未来

すごいぞ！はたらく知財　14歳からの知的財産入門

パパ離乳食はじめます。 本田 よう一

抵抗都市 佐々木 譲

ボケの品格　清く、気高く、いさぎよく 川北 義則

さび取りごはん 新生 暁子

荒城に白百合ありて 須賀 しのぶ

飛べないカラス 木内 一裕
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皆
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湯
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湯
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内田 朋子ほか

くすのき しげのり

図書館からのお知らせ

秋田県のスタートは湯沢市から

かおかおばあ 山口 真美

図書館のふしぎな時間 福本 友美子

空手、はじめます！
語感をみがこう  見て・くらべてオノマトペ！ [1] 小野 正弘

わかる！応援できる！パラスポーツ事典 高橋 明

３分で “心が温まる” ショートストーリー 小狐 裕介
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　東京2020オリンピック聖火リレーが「希望の道を、つなごう」をコンセプ

トに、121日かけて47都道府県858市町村を巡ります。

　人々の情熱をのせた聖火は、７月24日の開会式でメインスタジアムの聖火

台に点火されます。

　56年ぶりに日本で開催される世界的な祭典をみんなで盛り上げましょう！

　ルートの詳細や新着情報については、「市ホームページ」または「東京オリンピック・パラリンピック競技

大会組織委員会の公式ホームページ」をご覧ください。

オリンピック聖火リレー

を応援しよう！

６月 ９日（１日目）　湯沢市⇒横手市⇒由利本荘市⇒美郷町⇒大仙市⇒仙北市⇒秋田市

６月10日（２日目）　潟上市⇒八郎潟町⇒大潟村⇒能代市⇒大館市⇒男鹿市⇒鹿角市
県内スケジュール

６月９日 火■開催日時 ■ルート 市役所本庁舎 ⇒ 前森公園
※時間については、まだ公表されていませんが、午前中の実施が想定されます。



水
WEDNESDAY

木
THURSDAY

金
FRIDAY

土
SATURDAY

4 5 6 7
年金
相談

雄勝図書館 児童コーナー

10 : 00 ～

11 12 13 14
年金
相談

18 19 20 21
年金
相談

木村歯科医院 　
☎72-1120

稲川カルチャーセンター

10 : 00 ～ 11 : 00

25 26 27 28
年金
相談

湯沢図書館 児童室

10 : 30 ～

　一人で苦しまないで、相談してみませんか。臨床心
理士による心の健康に関する相談会を開催します。相
談は無料、完全予約制ですので希望する方は下記まで
申込みください。

■日　時　3 月 19 日㈭／午前 11 時、午後 1 時、2 時、3 時
■場　所　市役所本庁舎 3 階　会議室 34

問 健康対策課健康企画班（☎73-2124）

こころの健康相談会 年金
相談 年金出張相談（要予約）

■日　時　毎週水曜日（祝日除く）／
午前 10 時～正午、午後１
時～ 3 時

■場　所　湯沢商工会議所
■予約先　大曲年金事務所
　　　　　（☎0187-63-2296）

問 市民課国保年金班（☎55-8164）

夜の

戸籍等証明書の交付

■日　時　毎週火・木曜日（祝日除く）
／午後 7 時まで

■場　所　市役所本庁舎市民課

問 市民課住民班（☎73-2116）

■日　時　3 月 25 日㈬／午後 3 時～（1 回 30 分間）
■場　所　市役所本庁舎 会議室 22
■申込み　開催日の前週水曜日まで、下記へ

問 くらしの相談課市民相談窓口班 （☎73-2115）

司法書士無料法律相談 
ささえ愛懇談会
～認知症の方とその家族の集い～

　認知症や病気の方を介護している家族や支援者が集
い、リフレッシュすることを目的として開催します。

■日　時　3月12 日㈭／午後1時30分～午後3時30分
■場　所　市役所本庁舎 2 階　会議室 21・22
■申込み　3 月 10 日㈫まで、下記へ

問 地域包括支援センター（☎78-2311）

ほっとサロン

日 内　　容 時　間

4㊌
湯沢勤労青少年ホーム（娯楽室）

13 : 00～
15 : 00

よねや稲川店（お休み処コーナー「アラ！どうも」）

10㊋ 皆瀬総合支所（1階会議室）

11㊌ 雄勝文化会館オービオン（ふるさとホール）

18㊌ 湯沢勤労青少年ホーム（娯楽室）

問 健康対策課健康企画班（☎73-2124）

カレンダーは、
広報紙から
取り外して

ご利用できます。

カレンダーについて 8
年金
相談

各アイコンの説明および場
所などの詳細については、
カレンダー枠外の記載をご
覧ください。

日 健 診 等 場　　所 受付時間 対　　象 内　　容

10㊋ 1歳6カ月児健診
湯沢雄勝広域交流
センター

13 : 00～13 : 30
平成30年8月生まれ
のお子さん

身体測定・内科、歯科診察・育児相談・
幼児栄養相談

11㊌ 離乳食教室（初期）
湯沢雄勝広域交流
センター

13 : 10～13 : 25
生後3 ～ 6か月までの
乳児の養育者

離乳食の進め方、与え方
※事前に要予約（前日まで厳守）

12㊍ 3歳児健診
湯沢雄勝広域交流
センター

13 : 00～13 : 30
平成29年1月生まれ
のお子さん

身体測定・内科、歯科診察・目、耳の検査・
尿検査・育児相談・幼児栄養相談

17㊋ 7カ月児健診 市役所本庁舎2階 13 : 00～13 : 30
令和元年7月生まれの
お子さん

身体測定・診察・育児相談・離乳食相談・
ブックスタート

19㊍ 4カ月児健診 市役所本庁舎2階 13 : 00～13 : 30
令和元年11月生まれ
のお子さん

身体測定・診察・育児相談・離乳食相談

問 健康対策課母子保健班（☎56-8133）

乳幼児健康診査等

※乳幼児健康診査は、個人通知をしませんので、日

時・会場をお確かめの上、おいでください。（た

だし、2歳児歯科健診と３歳児健診は除く）

※アンケート・母子手帳・バスタオル・その他必要

に応じて着替えやおむつ等を持参してください。

※アンケート用紙はすくすくノートにつづられてい

ます。

子育て支援

問 子育て支援総合センターすこやか（☎72-3501）
　 稲川子育て支援センター　（☎42-5222）
　 おがち子育て支援センター（☎52-5610）
　 皆瀬子育て支援センター　（☎46-2446）

日 内　　容 時　　間 場　　所

2㊊

すくすく成長記録日 8 : 30～17 : 00 子育て支援総合センターすこやか

すくすく歯科相談 10 : 00～11 : 30 子育て支援総合センターすこやか

ひなまつり・誕生会（※要予約） 10 : 00～11 : 30 おがち子育て支援センター

3㊋ すくすく成長記録日 8 : 30～17 : 00 子育て支援総合センターすこやか

4㊌ げんきっこクラブ（0歳児） 10 : 00～11 : 30 湯沢雄勝広域交流センター

5㊍

成長記録日

チャレンジタイム（楽しみ会）
10 : 00～ 稲川子育て支援センター

すくすくランド（お楽しみ会） 9 : 30～11 : 30 皆瀬子育て支援センター

11㊌ げんきっこクラブ（1歳以上児） 10 : 00～11 : 30 湯沢雄勝広域交流センター

12㊍ すくすく成長記録日 9 : 00～15 : 00 おがち子育て支援センター

13㊎ すこやかキッズジム 10 : 30～11 : 10 子育て支援総合センターすこやか

19㊍
ママと天使の交流会 13 : 30～15 : 00 湯沢雄勝広域交流センター

お別れ会 10 : 00～12 : 00 おがち子育て支援センター

26㊍ 読み聞かせタイム 11 : 00～ 子育て支援総合センターすこやか

■日　時　毎週月曜日（祝日除く）
　　　　　午後1時～（1回30分間）
■場　所　湯沢雄勝広域交流センター
■申込み　開催日の午前中まで、下記へ

問 くらしの相談課市民相談窓口班
　 （☎73-2115）

弁護士無料法律相談 

問 協働事業推進課協働のまちづくり班（ ☎55-8249　  koho@city.yuzawa.lg.jp）

※申込みは、写真に「氏名」「住所」「電話番号」
「お子さんの名前・生年月日」「メッセージ（希
望者のみ）」「必要部数」を添付してください。
※写真等は返却できません。

　お子さんの写真（電子データも含む）を提供いただ
いた方に、表紙の写真を差し替えた「広報ゆざわコネ
クト」をプレゼントします。

■対象者　1 歳になるまでの赤ちゃん

日
SUNDAY

月
MONDAY

火
TUESDAY

1 2 3

8 9 10

15 16 17

22 23 24

29 30 31

3
March 2020

献　　血

日 場　所 時　間

8㊐ よねや千石大橋店

10 : 00～
11 : 50

13 : 00～
16 : 00

問 健康対策課（☎73-2124）

■日　時　3月4日㈬
　　　　　午後2時～ 3時30分
■場　所　湯沢文化会館3階
■対　象　3月生まれの5歳児

問 学校教育課（☎73-2162）

５歳児教育相談会

◎当番医は変更になることがありますので、電
話で確認してから受診してください

◎問い合わせはカレンダー記載の各病院へ

祝祭日救急歯科当番医

受付時間　9:00～ 12:00

おはなし会・読み聞かせなど

　絵本の読み聞かせや手遊びなど、小さ
なお子さんも楽しめます。
　ご家族みなさんでどうぞ!!

問 湯沢図書館　（☎73-3040）
　 雄勝図書館　（☎52-5387）
　 稲川カルチャーセンター

（☎78-5557）

日 内　　容

7㊏ 「おはなしはあと」による読み聞かせ

21㊏ おはなしの会
　　　「ひまわり」によるおはなし会

28㊏ おはなしボランティア
　　「みんなの森」によるおはなし会



水
WEDNESDAY

木
THURSDAY

金
FRIDAY

土
SATURDAY

4 5 6 7
年金
相談

雄勝図書館 児童コーナー

10 : 00 ～

11 12 13 14
年金
相談

18 19 20 21
年金
相談

木村歯科医院 　
☎72-1120

稲川カルチャーセンター

10 : 00 ～ 11 : 00

25 26 27 28
年金
相談

湯沢図書館 児童室

10 : 30 ～

　一人で苦しまないで、相談してみませんか。臨床心
理士による心の健康に関する相談会を開催します。相
談は無料、完全予約制ですので希望する方は下記まで
申込みください。

■日　時　3 月 19 日㈭／午前 11 時、午後 1 時、2 時、3 時
■場　所　市役所本庁舎 3 階　会議室 34

問 健康対策課健康企画班（☎73-2124）

こころの健康相談会 年金
相談 年金出張相談（要予約）

■日　時　毎週水曜日（祝日除く）／
午前 10 時～正午、午後１
時～ 3 時

■場　所　湯沢商工会議所
■予約先　大曲年金事務所
　　　　　（☎0187-63-2296）

問 市民課国保年金班（☎55-8164）

夜の

戸籍等証明書の交付

■日　時　毎週火・木曜日（祝日除く）
／午後 7 時まで

■場　所　市役所本庁舎市民課

問 市民課住民班（☎73-2116）

■日　時　3 月 25 日㈬／午後 3 時～（1 回 30 分間）
■場　所　市役所本庁舎 会議室 22
■申込み　開催日の前週水曜日まで、下記へ

問 くらしの相談課市民相談窓口班 （☎73-2115）

司法書士無料法律相談 
ささえ愛懇談会
～認知症の方とその家族の集い～

　認知症や病気の方を介護している家族や支援者が集
い、リフレッシュすることを目的として開催します。

■日　時　3月12 日㈭／午後1時30分～午後3時30分
■場　所　市役所本庁舎 2 階　会議室 21・22
■申込み　3 月 10 日㈫まで、下記へ

問 地域包括支援センター（☎78-2311）

ほっとサロン

日 内　　容 時　間

4㊌
湯沢勤労青少年ホーム（娯楽室）

13 : 00～
15 : 00

よねや稲川店（お休み処コーナー「アラ！どうも」）

10㊋ 皆瀬総合支所（1階会議室）

11㊌ 雄勝文化会館オービオン（ふるさとホール）

18㊌ 湯沢勤労青少年ホーム（娯楽室）

問 健康対策課健康企画班（☎73-2124）

カレンダーは、
広報紙から
取り外して

ご利用できます。

カレンダーについて 8
年金
相談

各アイコンの説明および場
所などの詳細については、
カレンダー枠外の記載をご
覧ください。

日 健 診 等 場　　所 受付時間 対　　象 内　　容

10㊋ 1歳6カ月児健診
湯沢雄勝広域交流
センター

13 : 00～13 : 30
平成30年8月生まれ
のお子さん

身体測定・内科、歯科診察・育児相談・
幼児栄養相談

11㊌ 離乳食教室（初期）
湯沢雄勝広域交流
センター

13 : 10～13 : 25
生後3 ～ 6か月までの
乳児の養育者

離乳食の進め方、与え方
※事前に要予約（前日まで厳守）

12㊍ 3歳児健診
湯沢雄勝広域交流
センター

13 : 00～13 : 30
平成29年1月生まれ
のお子さん

身体測定・内科、歯科診察・目、耳の検査・
尿検査・育児相談・幼児栄養相談

17㊋ 7カ月児健診 市役所本庁舎2階 13 : 00～13 : 30
令和元年7月生まれの
お子さん

身体測定・診察・育児相談・離乳食相談・
ブックスタート

19㊍ 4カ月児健診 市役所本庁舎2階 13 : 00～13 : 30
令和元年11月生まれ
のお子さん

身体測定・診察・育児相談・離乳食相談

問 健康対策課母子保健班（☎56-8133）

乳幼児健康診査等

※乳幼児健康診査は、個人通知をしませんので、日

時・会場をお確かめの上、おいでください。（た

だし、2歳児歯科健診と３歳児健診は除く）

※アンケート・母子手帳・バスタオル・その他必要

に応じて着替えやおむつ等を持参してください。

※アンケート用紙はすくすくノートにつづられてい

ます。

子育て支援

問 子育て支援総合センターすこやか（☎72-3501）
　 稲川子育て支援センター　（☎42-5222）
　 おがち子育て支援センター（☎52-5610）
　 皆瀬子育て支援センター　（☎46-2446）

日 内　　容 時　　間 場　　所

2㊊

すくすく成長記録日 8 : 30～17 : 00 子育て支援総合センターすこやか

すくすく歯科相談 10 : 00～11 : 30 子育て支援総合センターすこやか

ひなまつり・誕生会（※要予約） 10 : 00～11 : 30 おがち子育て支援センター

3㊋ すくすく成長記録日 8 : 30～17 : 00 子育て支援総合センターすこやか

4㊌ げんきっこクラブ（0歳児） 10 : 00～11 : 30 湯沢雄勝広域交流センター

5㊍

成長記録日

チャレンジタイム（楽しみ会）
10 : 00～ 稲川子育て支援センター

すくすくランド（お楽しみ会） 9 : 30～11 : 30 皆瀬子育て支援センター

11㊌ げんきっこクラブ（1歳以上児） 10 : 00～11 : 30 湯沢雄勝広域交流センター

12㊍ すくすく成長記録日 9 : 00～15 : 00 おがち子育て支援センター

13㊎ すこやかキッズジム 10 : 30～11 : 10 子育て支援総合センターすこやか

19㊍
ママと天使の交流会 13 : 30～15 : 00 湯沢雄勝広域交流センター

お別れ会 10 : 00～12 : 00 おがち子育て支援センター

26㊍ 読み聞かせタイム 11 : 00～ 子育て支援総合センターすこやか

■日　時　毎週月曜日（祝日除く）
　　　　　午後1時～（1回30分間）
■場　所　湯沢雄勝広域交流センター
■申込み　開催日の午前中まで、下記へ

問 くらしの相談課市民相談窓口班
　 （☎73-2115）

弁護士無料法律相談 

問 協働事業推進課協働のまちづくり班（ ☎55-8249　  koho@city.yuzawa.lg.jp）

※申込みは、写真に「氏名」「住所」「電話番号」
「お子さんの名前・生年月日」「メッセージ（希
望者のみ）」「必要部数」を添付してください。

※写真等は返却できません。

　お子さんの写真（電子データも含む）を提供いただ
いた方に、表紙の写真を差し替えた「広報ゆざわコネ
クト」をプレゼントします。

■対象者　1 歳になるまでの赤ちゃん

日
SUNDAY

月
MONDAY

火
TUESDAY

1 2 3

8 9 10

15 16 17

22 23 24

29 30 31

3
March 2020

献　　血

日 場　所 時　間

8㊐ よねや千石大橋店

10 : 00～
11 : 50

13 : 00～
16 : 00

問 健康対策課（☎73-2124）

■日　時　3月4日㈬
　　　　　午後2時～ 3時30分
■場　所　湯沢文化会館3階
■対　象　3月生まれの5歳児

問 学校教育課（☎73-2162）

５歳児教育相談会

◎当番医は変更になることがありますので、電
話で確認してから受診してください

◎問い合わせはカレンダー記載の各病院へ

祝祭日救急歯科当番医

受付時間　9:00～ 12:00

おはなし会・読み聞かせなど

　絵本の読み聞かせや手遊びなど、小さ
なお子さんも楽しめます。
　ご家族みなさんでどうぞ!!

問 湯沢図書館　（☎73-3040）
　 雄勝図書館　（☎52-5387）
　 稲川カルチャーセンター

（☎78-5557）

日 内　　容

7㊏ 「おはなしはあと」による読み聞かせ

21㊏ おはなしの会
　　　「ひまわり」によるおはなし会

28㊏ おはなしボランティア
　　「みんなの森」によるおはなし会



14
2020.03

消費生活センターだより・国民健康保険からのお知らせ／ジオパーク・音楽のまち ゆざわ

問 音楽のまちゆざわ推進協議会事務局（生涯学習課社会教育文化班内☎ 73-2163　 otomachi.yuzawa@gmail.com）

　２月２日から５日まで開催した「ジオパークカレッジ」に参加する

ため、東洋大学の学生14人がゆざわジオパークを訪れました。学生の

皆さんは、普段見慣れない雪景色のなか、皆瀬・稲川・高松地域での

ジオサイト巡りやスノーシュー体験、稲庭うどん工場見学や湯沢凧製

作などを行いました。

　ジオパークカレッジは、外からの視点で地域の魅力を再発見し、市

外へ発信する方法を模索するため、県外の大学生に“ゆざわジオパーク”

をフィールドとした研究やゼミ活動を行ってもらう事業です。

　今回訪れた学生は観光を専門に学んでおり、最終日に行われたワー

クショップでは、フィールドワークの体験をもとに「湯

沢市の観光」についてさまざまな意見を発表しました。

学生からもらった新鮮なアイディアは、今後の活動に

生かしていきます！

　帰るときには、たくさんのお土産を持っている学生

も多く、“冬のゆざわ”を十分に満喫できたのではない

でしょうか。

湯沢市ジオパーク推進協議会
（観光・ジオパーク推進課ジオパーク推進班内）

TEL：55-8195　FAX：79-5057
E-mail：geopark@city.yuzawa.lg.jp
URL：http://www.yuzawageopark.com　

問い合わせ

▲ゆざわの魅力・課題を考える

１部

午後１時30分～２時10分

秋田琴秋会

２部

午後２時20分～３時

松山千春トリビュートバンド「TANASSYI」

雪を楽しむ大学生▶

“冬のゆざわ”に大学生がやって来た！

4月の

■日　時　４月12日㈰／午後１時30分開演

■会　場　市役所本庁舎１階　市民ロビー

■入場料　無料

　大正琴による爽やかな響きをお楽しみください。

　松山千春さんの名曲をフィーチャーした心にしみ

る音楽をお楽しみください。

スプリングコンサート

15
2020.03

消費生活センターだより 心配なとき、困ったときは、早めに相談を！

土曜、日曜、祝日は「消費者ホットライン」局番な
し188番（いやや！）でご相談を受け付けています。

問湯沢市消費生活センター（市役所 本庁舎１階）
　受付時間（平日）　午前８時 30 分～午後５時

相談無料、専用相談室あります。 ☎72-0874

　修学被保険者証（マル学）が交付された方で大学・専門学校などを卒業された方は、返還手続

きが必要になります。学生でなくなった日以降に、市の国民健康保険証を使って医療機関で受診

した場合、不当利得として市が負担した保険給付分を返還していただく場合がありますので、速

やかな手続きと保険証の返還をお願いします。

問 市民課国保年金班（☎ 55-8164）

修学被保険者証 （マル学） の　　　　　　　　の手続き返還

修学被保険者証 （マル学） の　　　　　　　　の手続き交付

・印鑑（朱肉を必要とする認印）
・修学被保険者証
・卒業証明書や退学証明書など、学生でなくなった事実が確認できる書類

手 続 き に
必要なもの

返還

　国民健康保険の加入者で大学・専門学校などに進学するために市外へ転出される場合は、修学

被保険者証(マル学)の交付手続きが必要となります。

　修学被保険者証が交付された方の国民健康保険税は、転出前に所属していた世帯の世帯主にこ

れまでどおり課税されます。

国民健康保険加入者が進学
により転出するとき

・印鑑（朱肉を必要とする認印）
・国民健康保険被保険者証
・在学証明書または学生証の写し

すでに進学のため転出して
いる方が新たに国民健康保
険に加入するとき

・印鑑（朱肉を必要とする認印）
・社会保険資格喪失連絡票（会社で発行したもの）
・在学証明書または学生証の写し

手 続 き に
必要なもの

交付

修
学
被
保
険
者
証
（
マ
ル
学
）
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
か
ら
の

お
知
ら
せ

　春は、就職や進学、転勤など、ひとり暮らしを始める方が多くなる季節です。また、新生活を

スタートするため、生活環境の整備や身の回り品の購入などで経費がかかる時期でもあります。

　後々のトラブルを防止するため、契約するときは“分からないことを分からないまま”にせず、

しっかりと確認し理解してから契約しましょう。

「今、本当に必要」なのかをよく考えてから契約しましょう。

契約するときは、契約書に書かれてある“重要事項”や“規約”などを必ず読みましょう。

不安なとき、心配なときは、一人で悩まず早めに相談しましょう。

例えば・・・

早めの準備を心がけ、契
約前に見積りとサービス
内容をしっかり確認して
から依頼する。

引っ越しの契約

!
クレジットカードの利用

カード利用額は“借金”です。毎月の支払額や
決済日を考えて、返済できる範囲で利用する。
特にキャッシングは、金利や返済額をよく確認
し、無理のない返済計画をたてて利用する。

!
インターネット通販

購入する前に、契約内
容や事業者の情報など
を必ず確認する。

!

入居時の費用、退去時の
原状回復費用など、契
約内容をしっかり確認
する。

アパートの契約

!

に向けて！
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消費生活センターだより・国民健康保険からのお知らせ／ジオパーク・音楽のまち ゆざわ

問 音楽のまちゆざわ推進協議会事務局（生涯学習課社会教育文化班内☎ 73-2163　 otomachi.yuzawa@gmail.com）
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　ジオパークカレッジは、外からの視点で地域の魅力を再発見し、市

外へ発信する方法を模索するため、県外の大学生に“ゆざわジオパーク”

をフィールドとした研究やゼミ活動を行ってもらう事業です。

　今回訪れた学生は観光を専門に学んでおり、最終日に行われたワー

クショップでは、フィールドワークの体験をもとに「湯

沢市の観光」についてさまざまな意見を発表しました。

学生からもらった新鮮なアイディアは、今後の活動に

生かしていきます！

　帰るときには、たくさんのお土産を持っている学生

も多く、“冬のゆざわ”を十分に満喫できたのではない

でしょうか。

湯沢市ジオパーク推進協議会
（観光・ジオパーク推進課ジオパーク推進班内）

TEL：55-8195　FAX：79-5057
E-mail：geopark@city.yuzawa.lg.jp
URL：http://www.yuzawageopark.com　

問い合わせ

▲ゆざわの魅力・課題を考える

１部

午後１時30分～２時10分

秋田琴秋会

２部

午後２時20分～３時

松山千春トリビュートバンド「TANASSYI」

雪を楽しむ大学生▶

“冬のゆざわ”に大学生がやって来た！

4月の

■日　時　４月12日㈰／午後１時30分開演

■会　場　市役所本庁舎１階　市民ロビー

■入場料　無料

　大正琴による爽やかな響きをお楽しみください。

　松山千春さんの名曲をフィーチャーした心にしみ

る音楽をお楽しみください。

スプリングコンサート

15
2020.03

消費生活センターだより 心配なとき、困ったときは、早めに相談を！

土曜、日曜、祝日は「消費者ホットライン」局番な
し188番（いやや！）でご相談を受け付けています。

問湯沢市消費生活センター（市役所 本庁舎１階）
　受付時間（平日）　午前８時 30 分～午後５時

相談無料、専用相談室あります。 ☎72-0874

　修学被保険者証（マル学）が交付された方で大学・専門学校などを卒業された方は、返還手続

きが必要になります。学生でなくなった日以降に、市の国民健康保険証を使って医療機関で受診

した場合、不当利得として市が負担した保険給付分を返還していただく場合がありますので、速

やかな手続きと保険証の返還をお願いします。

問 市民課国保年金班（☎ 55-8164）

修学被保険者証 （マル学） の　　　　　　　　の手続き返還

修学被保険者証 （マル学） の　　　　　　　　の手続き交付

・印鑑（朱肉を必要とする認印）
・修学被保険者証
・卒業証明書や退学証明書など、学生でなくなった事実が確認できる書類

手 続 き に
必要なもの

返還

　国民健康保険の加入者で大学・専門学校などに進学するために市外へ転出される場合は、修学

被保険者証(マル学)の交付手続きが必要となります。

　修学被保険者証が交付された方の国民健康保険税は、転出前に所属していた世帯の世帯主にこ

れまでどおり課税されます。

国民健康保険加入者が進学
により転出するとき

・印鑑（朱肉を必要とする認印）
・国民健康保険被保険者証
・在学証明書または学生証の写し

すでに進学のため転出して
いる方が新たに国民健康保
険に加入するとき

・印鑑（朱肉を必要とする認印）
・社会保険資格喪失連絡票（会社で発行したもの）
・在学証明書または学生証の写し

手 続 き に
必要なもの

交付

修
学
被
保
険
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証
（
マ
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学
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い
て
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民
健
康
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険
か
ら
の

お
知
ら
せ

　春は、就職や進学、転勤など、ひとり暮らしを始める方が多くなる季節です。また、新生活を

スタートするため、生活環境の整備や身の回り品の購入などで経費がかかる時期でもあります。

　後々のトラブルを防止するため、契約するときは“分からないことを分からないまま”にせず、

しっかりと確認し理解してから契約しましょう。

「今、本当に必要」なのかをよく考えてから契約しましょう。

契約するときは、契約書に書かれてある“重要事項”や“規約”などを必ず読みましょう。

不安なとき、心配なときは、一人で悩まず早めに相談しましょう。

例えば・・・

早めの準備を心がけ、契
約前に見積りとサービス
内容をしっかり確認して
から依頼する。

引っ越しの契約

!
クレジットカードの利用

カード利用額は“借金”です。毎月の支払額や
決済日を考えて、返済できる範囲で利用する。
特にキャッシングは、金利や返済額をよく確認
し、無理のない返済計画をたてて利用する。

!
インターネット通販

購入する前に、契約内
容や事業者の情報など
を必ず確認する。

!

入居時の費用、退去時の
原状回復費用など、契
約内容をしっかり確認
する。

アパートの契約

!

に向けて！
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情報掲示板

情 報
掲示板
情 報
掲示板

3月31日（火）

5月号の掲載情報の締め切り日

　
み
ん
な
で
踊
っ
て
健
康
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

受
講
料
は
無
料
で
す
の
で
、
気
軽
に
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
…
３
月
８
日
㈰
／
午
後
７
時
〜
　

▼
場
所
…
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階

▼
講
師
…
鈴
木
は
る
み

※
２
回
目
以
降
の
日
程
は
、
相
談
の
上
、
決

め
ま
す
。
会
場
費
は
実
費
を
負
担
く
だ
さ
い
。

問
鈴
の
会
事
務
局
　
斉
藤
（
☎
�
４
５
５
４

※
午
後
４
時
以
降
）

▼
期
間
・
訓
練
科
…
５
月
８
日
㈮
〜
10
月
30

日
㈮
／
金
属
加
工
技
術
科
（
10
人
）・
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
デ
ザ
イ
ン
科
（
15
人
）　
▼
場

所
…
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田
　
▼
募
集
期

限
…
３
月
27
日
㈮
　
※
テ
キ
ス
ト
代
等
は
自

己
負
担
　
▼
応
募
資
格
…
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

求
職
申
込
中
で
、
新
た
な
技
術
・
技
能
を
身

に
付
け
て
再
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方

問
秋
田
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
訓

練
課
受
講
第
一
係
（
☎
０
１
８
‐
８
７
３
‐

３
１
７
８
）

　
色
鮮
や
か
な
「
つ
る
し
飾
り
」
や
「
ミ
ニ

着
物
」
を
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
…
３
月
５
日
㈭
〜
15
日
㈰
／
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
　
▼
場
所
…
湯
沢
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
、
い
ろ
は
（
市
役
所
通
り
）

問
和
布
あ
そ
び
同
好
会
　
後
藤
（
☎
�
２
０

８
８
）

　
権
力
を
ラ
イ
オ
ン
、
憲
法
を
檻
に
例
え
た

憲
法
の
本
の
著
者
で
弁
護
士
の
楾

は
ん
ど
う 

大だ
い
き樹
さ

ん
に
よ
る
講
演
会
で
す
。
わ
か
り
や
す
い
と

　
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
で
は
、
青

年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
体
験
談
と
説
明
会
を
行
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
知
識
や
技
術
、
体
験
を
海
外
で
生
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
…
３
月
14
日
㈯
／
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
30
分
　

▼
場
所
…
湯
沢
雄
勝
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
第

１
研
修
室

問
青
年
海
外
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
会
県
南
支
部
　
沓

澤
（
☎
０
９
０
‐
７
０
６
４
‐
６
８
７
９
）

　
将
棋
の
好
き
な
方
が
集
ま
っ
て
対
局
し
、

楽
し
く
交
流
し
て
い
ま
す
。
初
心
者
の
方
や

興
味
の
あ
る
方
も
大
歓
迎
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
…
毎
週
水
曜
日
／
正
午
〜
午
後
５
時
　

▼
場
所
…
湯
沢
市
両
神
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
　

▼
参
加
費
…
５
０
０
円
（
お
茶
代
１
年
分
）

問
棋
友
会
　
高
柳
（
☎
�
２
７
８
３
）

　
湯
沢
山
岳
会
の
会
員
が
撮
影
し
た
山
の
写

真
（
風
景
・
高
山
植
物
等
）
を
展
示
し
ま
す
。

▼
日
時
…
３
月
27
日
㈮
／
午
前
９
時
〜
30
日

㈪
／
午
後
４
時
ま
で
　

▼
場
所
…
市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民
ロ
ビ
ー

問
湯
沢
山
岳
会
　
加
藤
（
☎
０
９
０
‐
３
１

２
０
‐
２
４
８
２
）

▼
日
時
…
３
月
21
日
㈯
／
午
後
６
時
30
分
〜
　

▼
場
所
…
雄
勝
文
化
会
館
オ
ー
ビ
オ
ン
　

▼
入
場
料
…
５
０
０
円（
小
学
生
以
下
無
料
）　

▼
曲
目
…
組
曲
「
惑
星
」
よ
り
、「
昭
和
歌

謡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
」、「
千
と
千
尋
の
神
隠

し
」
よ
り

問
雄
勝
吹
奏
楽
愛
好
会
　
島
津
（
☎
�
３
２

２
３
）

踊
っ
て
健
康
「
鈴
の
会
」
参
加
者
募
集

公
共
職
業
訓
練
（
受
講
料
無
料
）

つ
る
し
飾
り
展

「
檻
の
中
の
ラ
イ
オ
ン
」
講
演
会

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ 

海
外
協
力
隊
「
体
験
談
・
説
明
会
」

（
参
加
無
料
）

一
緒
に
将
棋
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

成
人
に
対
す
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
ん
だ
普
通
救
命

講
習
会
（
受
講
料
無
料
）

第
４
回
「
山
の
写
真
展
」

雄
勝
吹
奏
楽
愛
好
会
「
春
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

全
国
で
人
気
の
講
演
会
で
、
憲
法
に
つ
い
て

楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
…
３
月
26
日
㈭
／
午
後
６
時
〜

▼
場
所
…
市
役
所
本
庁
舎
２
階
　
会
議
室

25
・
26
　
▼
入
場
券
…
前
売
１
５
０
０
円（
当

日
２
千
円
）

問
松
田
美
和
子
（
☎
０
９
０
‐
２
９
８
０
‐

８
０
７
８
）
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◇
幹
部
候
補
生

▼
受
付
…
５
月
１
日
㈮
ま
で
　

▼
試
験
…
５
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰
　

▼
資
格
…
22
〜
25
歳
の
方

◇
一
般
曹
候
補
生

▼
受
付
…
５
月
15
日
㈮
ま
で
　

▼
試
験
…
５
月
23
日
㈯
　

▼
資
格
…
18
〜
32
歳
の
方

◇
自
衛
官
候
補
生

▼
受
付
…
通
年
　

▼
試
験
…
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
　

▼
資
格
…
18
〜
32
歳
の
方

◇
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）

　
が
ん
患
者
や
そ
の
家
族
を
対
象
と
し
た
、

が
ん
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
話
せ

る
交
流
の
場
で
す
。
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

▼
日
時
…
３
月
６
日
㈮
／
午
後
２
時
〜
４
時
　

▼
場
所
…
雄
勝
中
央
病
院
２
階
　
中
会
議
室

問
雄
勝
中
央
病
院
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
５
０
０
０
）

　
近
年
、
本
学
科
か
ら
病
院
や
医
療
機
関
に

就
職
し
活
躍
す
る
ケ
ー
ス
が
数
多
く
見
ら
れ

ま
す
。
こ
の
度
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
領
域

を
担
う
人
材
を
養
成
す
る
本
学
の
使
命
と
目

的
を
明
確
に
示
す
た
め
、
学
科
名
称
を
「
医

療
福
祉
学
科
」
に
変
更
し
ま
す
。
ま
た
、
公

務
員
や
保
育
士
な
ど
の
資
格
取
得
支
援
も
一

層
充
実
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
秋
田
市
と
大
館

　
土
地
の
分
筆
・
合
筆
や
建
物
の
新
築
・
滅

失
な
ど
の
登
記
、
土
地
の
境
界
に
関
す
る
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

▼
日
時
…
３
月
７
日
㈯
／
午
後
１
時
30
分
〜

午
後
３
時
　

▼
場
所
…
湯
沢
雄
勝
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

問
秋
田
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
湯
沢
支
部

（
☎
�
３
８
８
６
）

　
近
隣
と
の
争
い
ご
と
、
扶
養
・
相
続
な
ど

の
相
談
を
人
権
擁
護
委
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

▼
日
時
…
3
月
13
日
㈮
、
27
日
㈮
／
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
　

▼
場
所
…
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

問
秋
田
地
方
法
務
局
大
曲
支
局
（
☎
０
１
８

７
�
２
１
０
０
）

　
道
路
、
年
金
、
医
療
保
険
、
福
祉
な
ど
行

政
に
関
す
る
困
り
ご
と
、
相
談
先
が
分
か
ら

　
４
月
１
日
か
ら
横
手
市
民
以
外
の
方
の
斎

場
使
用
料
を
次
の
と
お
り
改
定
し
ま
す
。

▼
13
歳
以
上
の
者
…
５
万
円
（
１
体
）

▼
13
歳
未
満
の
者
…
２
万
５
千
円
（
１
体
）

▼
死
胎
児
…
１
万
５
千
円
（
１
体
）

▼
上
肢
下
肢
…
１
万
５
千
円

※
４
月
１
日
以
降
の
使
用
許
可
か
ら
適
用

問
横
手
市
生
活
環
境
課
環
境
係
（
☎
０
１
８

２
㉟
２
１
８
４
）

▼
日
時
…
３
月
15
日
㈰
／
午
前
９
時
〜
正
午
　

▼
場
所
…
湯
沢
雄
勝
広
域
消
防
本
部
3
階
会

議
室
　
▼
申
込
み
…
電
話
に
て
左
記
へ

※
受
講
者
に
は
、
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
の
修
了

証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

問
湯
沢
雄
勝
広
域
消
防
署
救
急
班
（
☎
�

３
１
５
１
）

　
年
度
末
、
運
輸
支
局
の
自
動
車
検
査
・
登

録
窓
口
は
、
例
年
大
変
混
み
合
い
ま
す
。
特

に
３
月
中
旬
以
降
は
、
自
動
車
税
課
税
基
準

日
（
４
月
１
日
）
前
に
名
義
変
更
や
抹
消
登

録
手
続
き
を
行
う
方
に
よ
る
駆
け
込
み
申
請

お
よ
び
車
検
車
両
の
増
加
に
よ
り
大
変
混
雑

し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
状
況
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
自
動
車
の
諸
手
続
き
を
予
定
し
て
い
る
方

は
、
年
度
末
前
の
比
較
的
混
雑
の
少
な
い
３

月
上
旬
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
東
北
運
輸
局
秋
田
運
輸
支
局
（
ヘ
ル
プ
デ

ス
ク
☎
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
１
２
）

自
衛
官
募
集

サ
ロ
ン
お
が
ち

秋
田
看
護
福
祉
大
学
「
福
祉
学
科
」
は
「
医

療
福
祉
学
科
」
へ
名
称
を
変
更
し
ま
す

土
地
家
屋
調
査
士
相
談
会
（
無
料
）

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
（
申
込
不

要
・
相
談
無
料
）

行
政
相
談
（
無
料
・
秘
密
厳
守
）

横
手
市
斎
場
使
用
料
の
改
定

成
人
に
対
す
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
ん
だ
普
通
救
命

講
習
会
（
受
講
料
無
料
）

自
動
車
の
登
録
手
続
き
は
お
早
め
に

な
い
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
日
時
…
３
月
18
日
㈬
／
午
前
10
時
〜
正
午
　

▼
場
所
…
①
市
役
所
本
庁
舎
１
階
相
談
室
16
　

②
稲
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
サ
ー
ク
ル

室
　
③
雄
勝
文
化
会
館
ふ
る
さ
と
ホ
ー
ル
　

④
皆
瀬
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階

問
秋
田
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
１
８
‐
８
２
４
‐
１
４
２
６
）

▼
受
付
…
４
月
10
日
㈮
ま
で
　

▼
試
験
…
４
月
18
日
㈯
〜
22
日
㈬
　

▼
資
格
…
①
一
般
／
18
〜
33
歳
の
方
　
②

技
能
／
18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
等
を

有
す
る
方

※
詳
し
く
は
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
横
手
地
域
事
務
所
（
☎
０
１
８
２

㉜
３
９
２
０
）

市
か
ら
選
択
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ご
覧
に
な

る
か
左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
秋
田
看
護
福
祉
大
学
事
務
部
事
務
課
（
☎

０
１
８
６
㊺
１
７
１
３
）
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5月号の掲載情報の締め切り日

　
み
ん
な
で
踊
っ
て
健
康
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

受
講
料
は
無
料
で
す
の
で
、
気
軽
に
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
…
３
月
８
日
㈰
／
午
後
７
時
〜
　

▼
場
所
…
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階

▼
講
師
…
鈴
木
は
る
み

※
２
回
目
以
降
の
日
程
は
、
相
談
の
上
、
決

め
ま
す
。
会
場
費
は
実
費
を
負
担
く
だ
さ
い
。

問
鈴
の
会
事
務
局
　
斉
藤
（
☎
�
４
５
５
４

※
午
後
４
時
以
降
）

▼
期
間
・
訓
練
科
…
５
月
８
日
㈮
〜
10
月
30

日
㈮
／
金
属
加
工
技
術
科
（
10
人
）・
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
デ
ザ
イ
ン
科
（
15
人
）　
▼
場

所
…
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田
　
▼
募
集
期

限
…
３
月
27
日
㈮
　
※
テ
キ
ス
ト
代
等
は
自

己
負
担
　
▼
応
募
資
格
…
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

求
職
申
込
中
で
、
新
た
な
技
術
・
技
能
を
身

に
付
け
て
再
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方

問
秋
田
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
訓

練
課
受
講
第
一
係
（
☎
０
１
８
‐
８
７
３
‐

３
１
７
８
）

　
色
鮮
や
か
な
「
つ
る
し
飾
り
」
や
「
ミ
ニ

着
物
」
を
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
…
３
月
５
日
㈭
〜
15
日
㈰
／
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
　
▼
場
所
…
湯
沢
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
、
い
ろ
は
（
市
役
所
通
り
）

問
和
布
あ
そ
び
同
好
会
　
後
藤
（
☎
�
２
０

８
８
）

　
権
力
を
ラ
イ
オ
ン
、
憲
法
を
檻
に
例
え
た

憲
法
の
本
の
著
者
で
弁
護
士
の
楾

は
ん
ど
う 

大だ
い
き樹

さ

ん
に
よ
る
講
演
会
で
す
。
わ
か
り
や
す
い
と

　
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
で
は
、
青

年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
体
験
談
と
説
明
会
を
行
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
知
識
や
技
術
、
体
験
を
海
外
で
生
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
…
３
月
14
日
㈯
／
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
30
分
　

▼
場
所
…
湯
沢
雄
勝
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
第

１
研
修
室

問
青
年
海
外
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
会
県
南
支
部
　
沓

澤
（
☎
０
９
０
‐
７
０
６
４
‐
６
８
７
９
）

　
将
棋
の
好
き
な
方
が
集
ま
っ
て
対
局
し
、

楽
し
く
交
流
し
て
い
ま
す
。
初
心
者
の
方
や

興
味
の
あ
る
方
も
大
歓
迎
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
…
毎
週
水
曜
日
／
正
午
〜
午
後
５
時
　

▼
場
所
…
湯
沢
市
両
神
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
　

▼
参
加
費
…
５
０
０
円
（
お
茶
代
１
年
分
）

問
棋
友
会
　
高
柳
（
☎
�
２
７
８
３
）

　
湯
沢
山
岳
会
の
会
員
が
撮
影
し
た
山
の
写

真
（
風
景
・
高
山
植
物
等
）
を
展
示
し
ま
す
。

▼
日
時
…
３
月
27
日
㈮
／
午
前
９
時
〜
30
日

㈪
／
午
後
４
時
ま
で
　

▼
場
所
…
市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民
ロ
ビ
ー

問
湯
沢
山
岳
会
　
加
藤
（
☎
０
９
０
‐
３
１

２
０
‐
２
４
８
２
）

▼
日
時
…
３
月
21
日
㈯
／
午
後
６
時
30
分
〜
　

▼
場
所
…
雄
勝
文
化
会
館
オ
ー
ビ
オ
ン
　

▼
入
場
料
…
５
０
０
円（
小
学
生
以
下
無
料
）　

▼
曲
目
…
組
曲
「
惑
星
」
よ
り
、「
昭
和
歌

謡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
」、「
千
と
千
尋
の
神
隠

し
」
よ
り

問
雄
勝
吹
奏
楽
愛
好
会
　
島
津
（
☎
�
３
２

２
３
）

踊
っ
て
健
康
「
鈴
の
会
」
参
加
者
募
集

公
共
職
業
訓
練
（
受
講
料
無
料
）

つ
る
し
飾
り
展

「
檻
の
中
の
ラ
イ
オ
ン
」
講
演
会

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ 

海
外
協
力
隊
「
体
験
談
・
説
明
会
」

（
参
加
無
料
）

一
緒
に
将
棋
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

成
人
に
対
す
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
ん
だ
普
通
救
命

講
習
会
（
受
講
料
無
料
）

第
４
回
「
山
の
写
真
展
」

雄
勝
吹
奏
楽
愛
好
会
「
春
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

全
国
で
人
気
の
講
演
会
で
、
憲
法
に
つ
い
て

楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
…
３
月
26
日
㈭
／
午
後
６
時
〜

▼
場
所
…
市
役
所
本
庁
舎
２
階
　
会
議
室

25
・
26
　
▼
入
場
券
…
前
売
１
５
０
０
円（
当

日
２
千
円
）

問
松
田
美
和
子
（
☎
０
９
０
‐
２
９
８
０
‐

８
０
７
８
）

17
2020.03

◇
幹
部
候
補
生

▼
受
付
…
５
月
１
日
㈮
ま
で
　

▼
試
験
…
５
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰
　

▼
資
格
…
22
〜
25
歳
の
方

◇
一
般
曹
候
補
生

▼
受
付
…
５
月
15
日
㈮
ま
で
　

▼
試
験
…
５
月
23
日
㈯
　

▼
資
格
…
18
〜
32
歳
の
方

◇
自
衛
官
候
補
生

▼
受
付
…
通
年
　

▼
試
験
…
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
　

▼
資
格
…
18
〜
32
歳
の
方

◇
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）

　
が
ん
患
者
や
そ
の
家
族
を
対
象
と
し
た
、

が
ん
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
話
せ

る
交
流
の
場
で
す
。
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

▼
日
時
…
３
月
６
日
㈮
／
午
後
２
時
〜
４
時
　

▼
場
所
…
雄
勝
中
央
病
院
２
階
　
中
会
議
室

問
雄
勝
中
央
病
院
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
５
０
０
０
）

　
近
年
、
本
学
科
か
ら
病
院
や
医
療
機
関
に

就
職
し
活
躍
す
る
ケ
ー
ス
が
数
多
く
見
ら
れ

ま
す
。
こ
の
度
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
領
域

を
担
う
人
材
を
養
成
す
る
本
学
の
使
命
と
目

的
を
明
確
に
示
す
た
め
、
学
科
名
称
を
「
医

療
福
祉
学
科
」
に
変
更
し
ま
す
。
ま
た
、
公

務
員
や
保
育
士
な
ど
の
資
格
取
得
支
援
も
一

層
充
実
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
秋
田
市
と
大
館

　
土
地
の
分
筆
・
合
筆
や
建
物
の
新
築
・
滅

失
な
ど
の
登
記
、
土
地
の
境
界
に
関
す
る
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

▼
日
時
…
３
月
７
日
㈯
／
午
後
１
時
30
分
〜

午
後
３
時
　

▼
場
所
…
湯
沢
雄
勝
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

問
秋
田
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
湯
沢
支
部

（
☎
�
３
８
８
６
）

　
近
隣
と
の
争
い
ご
と
、
扶
養
・
相
続
な
ど

の
相
談
を
人
権
擁
護
委
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

▼
日
時
…
3
月
13
日
㈮
、
27
日
㈮
／
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
　

▼
場
所
…
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

問
秋
田
地
方
法
務
局
大
曲
支
局
（
☎
０
１
８

７
�
２
１
０
０
）

　
道
路
、
年
金
、
医
療
保
険
、
福
祉
な
ど
行

政
に
関
す
る
困
り
ご
と
、
相
談
先
が
分
か
ら

　
４
月
１
日
か
ら
横
手
市
民
以
外
の
方
の
斎

場
使
用
料
を
次
の
と
お
り
改
定
し
ま
す
。

▼
13
歳
以
上
の
者
…
５
万
円
（
１
体
）

▼
13
歳
未
満
の
者
…
２
万
５
千
円
（
１
体
）

▼
死
胎
児
…
１
万
５
千
円
（
１
体
）

▼
上
肢
下
肢
…
１
万
５
千
円

※
４
月
１
日
以
降
の
使
用
許
可
か
ら
適
用

問
横
手
市
生
活
環
境
課
環
境
係
（
☎
０
１
８

２
㉟
２
１
８
４
）

▼
日
時
…
３
月
15
日
㈰
／
午
前
９
時
〜
正
午
　

▼
場
所
…
湯
沢
雄
勝
広
域
消
防
本
部
3
階
会

議
室
　
▼
申
込
み
…
電
話
に
て
左
記
へ

※
受
講
者
に
は
、
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
の
修
了

証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

問
湯
沢
雄
勝
広
域
消
防
署
救
急
班
（
☎
�

３
１
５
１
）

　
年
度
末
、
運
輸
支
局
の
自
動
車
検
査
・
登

録
窓
口
は
、
例
年
大
変
混
み
合
い
ま
す
。
特

に
３
月
中
旬
以
降
は
、
自
動
車
税
課
税
基
準

日
（
４
月
１
日
）
前
に
名
義
変
更
や
抹
消
登

録
手
続
き
を
行
う
方
に
よ
る
駆
け
込
み
申
請

お
よ
び
車
検
車
両
の
増
加
に
よ
り
大
変
混
雑

し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
状
況
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
自
動
車
の
諸
手
続
き
を
予
定
し
て
い
る
方

は
、
年
度
末
前
の
比
較
的
混
雑
の
少
な
い
３

月
上
旬
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
東
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運
輸
局
秋
田
運
輸
支
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（
ヘ
ル
プ
デ

ス
ク
☎
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
１
２
）

自
衛
官
募
集

サ
ロ
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お
が
ち

秋
田
看
護
福
祉
大
学
「
福
祉
学
科
」
は
「
医

療
福
祉
学
科
」
へ
名
称
を
変
更
し
ま
す

土
地
家
屋
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査
士
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談
会
（
無
料
）

特
設
人
権
相
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所
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開
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し
ま
す
（
申
込
不

要
・
相
談
無
料
）

行
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相
談
（
無
料
・
秘
密
厳
守
）

横
手
市
斎
場
使
用
料
の
改
定

成
人
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対
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Ａ
Ｅ
Ｄ
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だ
普
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救
命

講
習
会
（
受
講
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無
料
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自
動
車
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登
録
手
続
き
は
お
早
め
に

な
い
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
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３
月
18
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前
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正
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16
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文
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ホ
ー
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行
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談
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ン
タ
ー
（
☎

０
１
８
‐
８
２
４
‐
１
４
２
６
）

▼
受
付
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４
月
10
日
㈮
ま
で
　

▼
試
験
…
４
月
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㈯
〜
22
日
㈬
　

▼
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格
…
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般
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〜
33
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方
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／
18
歳
以
上
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国
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免
許
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す
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※
詳
し
く
は
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
横
手
地
域
事
務
所
（
☎
０
１
８
２

㉜
３
９
２
０
）

市
か
ら
選
択
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ご
覧
に
な

る
か
左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
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田
看
護
福
祉
大
学
事
務
部
事
務
課
（
☎

０
１
８
６
㊺
１
７
１
３
）
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ニュースほっとライン

▲どのようにしたら思い通りの動作をするか、児童たちは自分
たちで考えながらプログラミングを行いました

▲湯沢法人会の髙嶋会長（写真左）から和田教育長へ教材が手
渡されました

プログラミングを通し、自ら考える力を

気力と体力の限界に挑む

　湯沢市雄勝郡剣道連盟主催の「第41回3時間立切試合」「第21回女子2

時間立切試合」が総合体育館で行われました。

　基
もとだち

立と呼ばれる男子４人、女子２人の剣士が、男子は３時間で33人、女

子は２時間で22人の挑戦者と休みなく試合をし、気力と体力の限界に挑戦。

「百
ひゃくれんじとく

錬自得」と書かれた胴を身に着けた基立は、太鼓を合図に次々に代わる

挑戦者を果敢に攻め続け、声援と歓声の中、見事に立切りました。

豊作を願い大綱を引く

　三関小学校グラウンドで三関大綱引き大会が開催されました。大正

時代から続くこの大会は、今年で105回目。北軍と南軍に分かれて長

さ約70メートル、重さ約２トンの大綱を引き、北軍が勝てば米価が上

がり、南軍が勝てば豊作といわ

れています。両軍ともに一歩も

譲らぬ激戦の末、今年は南軍が

勝利を収めました。

　令和２年度から小学校においてもプログラミング教育が導入されることか

ら、駒形小学校の６年生を対象にプログラミング教育が先行実施されました。

　今回の先行実施は、公益社団法人湯沢法人会（会長 髙
たかしま

嶋伸
の ぶ お

夫）から湯沢市

教育委員会へ、プログラミング教材「レゴWeDo2.0」が寄贈されたことに

より実現。レゴブロックを組み立てて作った物を、センサーに反応したら電

球を点灯・消灯させるプラグラミングなどを行いました。

　授業を終えた児童たちは「うまく動かないときに、どうすればいいのか自

分で考えることができた」「楽しかったので、またやりたい」と感想を話し

ていました。

▼湯沢市から基立として出場した山
やまなか

中大
だいすけ

輔選手

1月19日

1月21日

2月9日

◀当日の朝に行われた、三関小学校３・４年生
による引き縄作りの様子

地域住民が一体となり、豊作を願って大綱
を引きました ▶

19
2020.03

文部科学大臣杯 第11回全日本少年春季軟式野球大会　３月21日～ 26日　静岡県草薙総合運動場硬式野球場ほか

全国大会に出場の小・中学生を紹介します

簗
や な せ

瀬  廉
れ ん と

斗 さん　 （雄勝中２年）

佐
さ さ き

々木  春
は る き

希 さん（皆瀬中２年）

日
ひ の

野  晴
は る た

大 さん　 （稲川中２年）

寺
て ら た

田  慧
け い と

斗 さん　 （湯沢南中２年）

加
か と う

藤  琉
りゅうせい

星 さん　 （湯沢北中２年）

佐
さ さ き

々木  颯
そ う た

大 さん（湯沢南中２年）

佐
さ と う

藤  愛
あ い る

流 さん　 （稲川中２年）

渡
わたなべ

部  賢
けんしん

心 さん　 （湯沢北中２年）

髙
たかはし

橋  怜
れ お

旺 さん　 （皆瀬中２年）

（後列左から）

（前列左から）

天皇盃 第25回全国都道府県対抗

男子駅伝競走大会

１月19日　平和記念公園ほか（広島県）

小
こ ま つ

松  聖
ひじり

 さん

（雄勝中３年）

【秋田県代表　２区（３km）】

第57回全国中学校スキー大会

２月５日～８日　野沢温泉スキー場ほか（長野県）

沓
くつざわ

澤  琉
りゅうたろう

太朗 さん

（稲川中３年）

鵜
う ぬ ま

沼  貴
たかひろ

大 さん

（湯沢北中３年）

【男子回転・男子大回転】 【男子回転・男子大回転】

し
が
っ
こ
ま
つ
り 2月1日

2月8日・9日

冬まつり
2020
湯沢の

犬っこまつり

犬っこ贈呈式

　記録的な雪不足、暖冬により、一部イベントの中止や規模の縮小

などを余儀なくされましたが、各実行委員会と地域住民、事業所な

どの協力で、各まつりは多くの観光客で賑わいました。

　犬っこまつりの前日、湯沢東小学校、湯沢西小学校、須川小学校の児

童が作った犬っこの贈呈式が行われました。贈呈された犬っこは、メッ

セージを添えて犬っこまつりに訪れた観光客に配られました。

かだる雪まつり 2月1日

2月7日
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トピックス・功労をたたえて／こんにちわあかちゃん・おくやみ

ご冥福をお祈りします

おくやみ

お誕生日 氏　名 ご両親（敬称略） 行政区 地　域

12/30 黒 澤 椿
つばき

ちゃん 頂 ・ 理 紗 久 保 ２ 稲 川

12/31 麻 生 莉
り

希
の

ちゃん 和 希 ・ 智恵理 貝 沼 皆 瀬

１ /8 村 上 陸
りく

くん 雄 介 ・ 里 美 上 倉 内 湯 沢

１ /15 岸 遥
は る か

翔 くん 祐 樹 ・ 貴 子 小沢（上院内） 雄 勝

１ /19 小 松 新
に い な

奈 ちゃん 卓 哉 ・ 瞳 美 切 畑 下 湯 沢

１ /21 宮 原 慶
けい

くん 豪 ・ 夏 美 間 木 沢 湯 沢

１ /24 橋 瑞
み ず は

葉 ちゃん 保 行 ・ 祐 子 久 保 ３ 稲 川

死亡日 氏　名（敬称略） 年齢 行政区

12 /31 和 泉 寿 孝 42 愛宕町第五

1/1 伊 藤 カゲ子 89 杉沢新所下

1/1 次 藤 忠 𠮷𠮷 90 中屋敷（高松）

1/1 松 田 清 子 77 清水町第六

1/2 柿 崎 友 好 89 深 堀 一 区

1/2 冨 谷 利 子 95 根 小 屋 町

1/3 岩 谷 良之助 84 上 八 幡

1/4 髙 橋 宣 允 80 西 二 ツ 橋

1/4 武 石 隆太郎 81 川 原

1/4 谷 藤 イ セ 85 清水町第二の一

1/5 藤 原 正 助 97 平清水新町第一

1/7 石 塚 清 74 清水町第三

1/7 栗 田 令 子 85 元清水第三

1/7 藤 田 健 二 76 大工町第二

1/8 大 沼 誠 一 66 石 塚 上 区

1/8 佐 藤 利 秀 48 深 堀 三 区

1/8 藤 井 千代子 88 六 日 町 下

1/9 阿 部 百合子 76 千 石 町 北

1/9 岡 崎 知枝子 90 いさみが岡

1/9 新 山 冨 子 97 柳 町 第 二

1/12 渡 部 勇太郎 73 清水町第四の一

1/14 今 泉 キ ヨ 88 外 堀 上

1/15 高 橋 明 男 82 御嶽町第一

1/16 西 村 健 一 76 清水町第六

1/17 斉 藤 八重子 90 表 町

■湯沢地域

死亡日 氏　名（敬称略） 年齢 行政区

12 /31 近 野 和 子 85 健 寿 苑

1/1 小野寺 勇 治 86 鍛冶屋布１

1/4 加 藤 富 雄 96 菻 田

1/6 髙 橋 ミツ子 89 新 町

1/13 佐 藤 勝 雲 93 松 橋 １

1/15 日 野 律 子 73 張 山

1/18 藤 原 康 葊 66 大 倉

1/21 沓 澤 良 子 83 田 中

1/23 佐 藤 フ サ 92 大 門

1/25 髙 橋 莞爾郎 96 新 町

1/26 桐 清 三 87 八 面 ３

■稲川地域

死亡日 氏　名（敬称略） 年齢 行政区

1 /17 新 山 ト シ 97 森 下

1/19 大 沼 ユ リ 93 須 川

1/20 市 川 恒 子 89 金 池 町

1/22 柴 田 清 85 愛宕町第三

1/23 由 利 ヨシ子 86 愛 宕 荘

1/24 小野崎 ト ミ 92 上 八 幡

1/24 松 田 喜代子 94 岡 田

1/25 斉 藤 キ ヱ 90 杉沢裏第二

1/26 本 多 誠治郎 76 学 校 通

1/26 渡 部 キクヱ 98 須 川

1/27 八 田 春 義 58 酒 蒔

■湯沢地域
死亡日 氏　名（敬称略） 年齢 行政区

1 /5 髙 野 サダ子 88 御 屋 敷

1/6 西 村 ト シ 94 新 地

1/8 小山田 光太郎 71 上 ワ 野

1/9 菅 野 ヤ ヱ 89 上 寺 沢

1/9 菊 地 容 93 町 後

1/10 髙 橋 順之助 86 山 岸

1/12 佐々木 マツヱ 81 三 ツ 村

1/13 金 子 稔 82 泉 沢

1/14 藤 原 タ ヱ 87 堺 ２

1/18 佐 藤 良 一 72 下 寺 沢

1/18 藤 森 ミ ヨ 90 山 岸

1/19 菊 地 萬里子 65 漆 沢

1/20 黒 石 順 三 83 泉 沢

1/23 伊 藤 ミ ヨ 90 上 中 通

1/23 松 井 タ イ 92 川 原

1/29 内 藤 兵 88 上 旭 町

1/29 由 利 幸次郎 94 川 連

■雄勝地域

死亡日 氏　名（敬称略） 年齢 行政区

1 /16 髙 橋 タ エ 91 小 安

1/17 髙 橋 ハルヨ 91 長 石 田

1/24 佐 藤 ハチエ 97 板 戸

■皆瀬地域

※希望者のみ掲載しています。

■1月１日～ 1月31日届け出分まで

こんにちわ

※希望者のみ掲載しています。

■1月1日～ 1月31日届け出分まで

※「こんにちわ」は、正しくは「こんにちは」ですが、広報
ゆざわ「コネクト」のコンセプトとして「市民の『輪』
をつくっていきたい」との思いから、本コーナーでは「わ」
を使用し、「こんにちわ」としています。

21
2020.03

■点線で切り取り、切手を貼らずに投函してください。はがきの
有効期限は令和2年3月31日までとなりますので、ご注意くだ
さい。

■このはがきは「みんなのひろば」のコーナーで掲載するイラス
ト・写真・川柳や、広報ゆざわ「コネクト」を読んだ感想やお
便り、「クイズ」の回答にご利用ください。

■原稿や作品は返却しません。

■はがきには、必ず住所、氏名、年齢、電話番号を書いてくださ
い。連絡先が書いていないものについては、掲載対象外となり
ます。匿名やペンネームを希望される場合も、連絡先と氏名を
必ず書いてください（プレゼント付きクイズなどに当選した場
合、プレゼント品の発送の際にも必要となります）。

■掲載希望多数の場合は、毎月その中から選択して掲載となります。

投稿の際の注意と掲載のルール

協働事業推進課協働のまちづくり班
☎ 55-8249　FAX 73-2117　　koho@city.yuzawa.lg.jp

「みんなのひろば」では、市民の皆さんからの投稿を募集しています。
本ページのハガキでの投稿のほか、電子メールでも受け付けしています。
（写真は、電子メールでの投稿のほか、郵送でも受け付けしています。）

写真、オリジナル作品、

感想・お便り、レシピ など　

皆さんからの投稿をお待ちしています。

ご自由にご使用ください。

ありがとうございました。

　
昭
和
46
年
４
月
か
ら
４
期
16
年
の

長
き
に
わ
た
り
、
旧
皆
瀬
村
議
会
議

員
と
し
て
、
地
方
自
治
の
発
展
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
文
教
社

会
常
任
委
員
会
委
員
長
や
総
務
常
任

委
員
会
委
員
長
を
歴
任
し
、
豊
富
な

知
識
と
経
験
に
よ
り
、
地
方
自
治
の

進
展
と
地
域
振
興
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

旭
日
単
光
章

故

佐さ

さ

き
々
木  

盛せ
い 

さ
ん
（
享
年
85
）

　ひ
と
え
に
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
賜
物
で
す
。
本
人
が
納
得

で
き
る
よ
う
な
議
員
生
活
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、
大
変
喜
ん
で
い

る
と
思
い
ま
す
。

ご家族から

▲深
ふか い

井雄勝地域振興局長から佐
さ さ き

々木成
おさむ

さん（写真右）
に勲記が伝達されました

叙勲功労をたたえて

　秋田エプソン株式会社が、がん迅速診断支援装置「ヒスト・テッ

ク®R-IHC®」
＊
の開発における取り組みで、「第8回ものづくり日

本大賞 経済産業大臣賞」を受賞しました。

　世界初の技術「電
でんかい

界撹
かくはん

拌」を用いた装置は、秋田エプソンと秋

田大学、秋田県産業技術センターが地方発産学官医工連携事業と

して開発を進め、高精度がん診断で、これまで２時間以上かかっ

ていた免疫組織染色を20分で完了できるまで劇的に短縮。秋田エ

プソンの開発チームは「“患者さんのために”を合言葉に、皆さま

のご協力を得ながら製品化を目指してきました。今回の受賞を励

みに次の製品開発に向けて、より一層努力して参ります」と受賞

を喜んでいました。

トピックス

ものづくり日本大賞

秋田エプソン株式会社

経済産業大臣賞 受賞

（写真左から）

榎
えのもと

本 純
じゅんや

也さん

鈴
す ず き

木 洋
よういち

一さん

佐
さ と う

藤 　正
ただし

さん

*「ヒスト・テック®」は、サクラファインテックジャパン株式会社の登録商標です。
 「R-IHC®」は秋田エプソン株式会社の登録商標です。
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トピックス・功労をたたえて／こんにちわあかちゃん・おくやみ

ご冥福をお祈りします

おくやみ

お誕生日 氏　名 ご両親（敬称略） 行政区 地　域

12/30 黒 澤 椿
つばき

ちゃん 頂 ・ 理 紗 久 保 ２ 稲 川

12/31 麻 生 莉
り

希
の

ちゃん 和 希 ・ 智恵理 貝 沼 皆 瀬

１ /8 村 上 陸
りく

くん 雄 介 ・ 里 美 上 倉 内 湯 沢

１ /15 岸 遥
は る か

翔 くん 祐 樹 ・ 貴 子 小沢（上院内） 雄 勝

１ /19 小 松 新
に い な

奈 ちゃん 卓 哉 ・ 瞳 美 切 畑 下 湯 沢

１ /21 宮 原 慶
けい

くん 豪 ・ 夏 美 間 木 沢 湯 沢

１ /24 橋 瑞
み ず は

葉 ちゃん 保 行 ・ 祐 子 久 保 ３ 稲 川

死亡日 氏　名（敬称略） 年齢 行政区

12 /31 和 泉 寿 孝 42 愛宕町第五

1/1 伊 藤 カゲ子 89 杉沢新所下

1/1 次 藤 忠 𠮷𠮷 90 中屋敷（高松）

1/1 松 田 清 子 77 清水町第六

1/2 柿 崎 友 好 89 深 堀 一 区

1/2 冨 谷 利 子 95 根 小 屋 町

1/3 岩 谷 良之助 84 上 八 幡

1/4 髙 橋 宣 允 80 西 二 ツ 橋

1/4 武 石 隆太郎 81 川 原

1/4 谷 藤 イ セ 85 清水町第二の一

1/5 藤 原 正 助 97 平清水新町第一

1/7 石 塚 清 74 清水町第三

1/7 栗 田 令 子 85 元清水第三

1/7 藤 田 健 二 76 大工町第二

1/8 大 沼 誠 一 66 石 塚 上 区

1/8 佐 藤 利 秀 48 深 堀 三 区

1/8 藤 井 千代子 88 六 日 町 下

1/9 阿 部 百合子 76 千 石 町 北

1/9 岡 崎 知枝子 90 いさみが岡

1/9 新 山 冨 子 97 柳 町 第 二

1/12 渡 部 勇太郎 73 清水町第四の一

1/14 今 泉 キ ヨ 88 外 堀 上

1/15 高 橋 明 男 82 御嶽町第一

1/16 西 村 健 一 76 清水町第六

1/17 斉 藤 八重子 90 表 町

■湯沢地域

死亡日 氏　名（敬称略） 年齢 行政区

12 /31 近 野 和 子 85 健 寿 苑

1/1 小野寺 勇 治 86 鍛冶屋布１

1/4 加 藤 富 雄 96 菻 田

1/6 髙 橋 ミツ子 89 新 町

1/13 佐 藤 勝 雲 93 松 橋 １

1/15 日 野 律 子 73 張 山

1/18 藤 原 康 葊 66 大 倉

1/21 沓 澤 良 子 83 田 中

1/23 佐 藤 フ サ 92 大 門

1/25 髙 橋 莞爾郎 96 新 町

1/26 桐 清 三 87 八 面 ３

■稲川地域

死亡日 氏　名（敬称略） 年齢 行政区

1 /17 新 山 ト シ 97 森 下

1/19 大 沼 ユ リ 93 須 川

1/20 市 川 恒 子 89 金 池 町

1/22 柴 田 清 85 愛宕町第三

1/23 由 利 ヨシ子 86 愛 宕 荘

1/24 小野崎 ト ミ 92 上 八 幡

1/24 松 田 喜代子 94 岡 田

1/25 斉 藤 キ ヱ 90 杉沢裏第二

1/26 本 多 誠治郎 76 学 校 通

1/26 渡 部 キクヱ 98 須 川

1/27 八 田 春 義 58 酒 蒔

■湯沢地域
死亡日 氏　名（敬称略） 年齢 行政区

1 /5 髙 野 サダ子 88 御 屋 敷

1/6 西 村 ト シ 94 新 地

1/8 小山田 光太郎 71 上 ワ 野

1/9 菅 野 ヤ ヱ 89 上 寺 沢

1/9 菊 地 容 93 町 後

1/10 髙 橋 順之助 86 山 岸

1/12 佐々木 マツヱ 81 三 ツ 村

1/13 金 子 稔 82 泉 沢

1/14 藤 原 タ ヱ 87 堺 ２

1/18 佐 藤 良 一 72 下 寺 沢

1/18 藤 森 ミ ヨ 90 山 岸

1/19 菊 地 萬里子 65 漆 沢

1/20 黒 石 順 三 83 泉 沢

1/23 伊 藤 ミ ヨ 90 上 中 通

1/23 松 井 タ イ 92 川 原

1/29 内 藤 兵 88 上 旭 町

1/29 由 利 幸次郎 94 川 連

■雄勝地域

死亡日 氏　名（敬称略） 年齢 行政区

1 /16 髙 橋 タ エ 91 小 安

1/17 髙 橋 ハルヨ 91 長 石 田

1/24 佐 藤 ハチエ 97 板 戸

■皆瀬地域

※希望者のみ掲載しています。

■1月１日～ 1月31日届け出分まで

こんにちわ

※希望者のみ掲載しています。

■1月1日～ 1月31日届け出分まで

※「こんにちわ」は、正しくは「こんにちは」ですが、広報
ゆざわ「コネクト」のコンセプトとして「市民の『輪』
をつくっていきたい」との思いから、本コーナーでは「わ」
を使用し、「こんにちわ」としています。
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■点線で切り取り、切手を貼らずに投函してください。はがきの
有効期限は令和2年3月31日までとなりますので、ご注意くだ
さい。

■このはがきは「みんなのひろば」のコーナーで掲載するイラス
ト・写真・川柳や、広報ゆざわ「コネクト」を読んだ感想やお
便り、「クイズ」の回答にご利用ください。

■原稿や作品は返却しません。

■はがきには、必ず住所、氏名、年齢、電話番号を書いてくださ
い。連絡先が書いていないものについては、掲載対象外となり
ます。匿名やペンネームを希望される場合も、連絡先と氏名を
必ず書いてください（プレゼント付きクイズなどに当選した場
合、プレゼント品の発送の際にも必要となります）。

■掲載希望多数の場合は、毎月その中から選択して掲載となります。

投稿の際の注意と掲載のルール

協働事業推進課協働のまちづくり班
☎ 55-8249　FAX 73-2117　　koho@city.yuzawa.lg.jp

「みんなのひろば」では、市民の皆さんからの投稿を募集しています。
本ページのハガキでの投稿のほか、電子メールでも受け付けしています。
（写真は、電子メールでの投稿のほか、郵送でも受け付けしています。）

写真、オリジナル作品、

感想・お便り、レシピ など　

皆さんからの投稿をお待ちしています。

ご自由にご使用ください。

ありがとうございました。

　
昭
和
46
年
４
月
か
ら
４
期
16
年
の

長
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に
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た
り
、
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こ
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任
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、
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と
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に
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を
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　ひ
と
え
に
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
賜
物
で
す
。
本
人
が
納
得

で
き
る
よ
う
な
議
員
生
活
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、
大
変
喜
ん
で
い

る
と
思
い
ま
す
。

ご家族から

▲深
ふか い

井雄勝地域振興局長から佐
さ さ き

々木成
おさむ

さん（写真右）
に勲記が伝達されました

叙勲功労をたたえて

　秋田エプソン株式会社が、がん迅速診断支援装置「ヒスト・テッ

ク®R-IHC®」
＊
の開発における取り組みで、「第8回ものづくり日

本大賞 経済産業大臣賞」を受賞しました。

　世界初の技術「電
でんかい

界撹
かくはん

拌」を用いた装置は、秋田エプソンと秋

田大学、秋田県産業技術センターが地方発産学官医工連携事業と

して開発を進め、高精度がん診断で、これまで２時間以上かかっ

ていた免疫組織染色を20分で完了できるまで劇的に短縮。秋田エ

プソンの開発チームは「“患者さんのために”を合言葉に、皆さま

のご協力を得ながら製品化を目指してきました。今回の受賞を励

みに次の製品開発に向けて、より一層努力して参ります」と受賞

を喜んでいました。

トピックス

ものづくり日本大賞

秋田エプソン株式会社

経済産業大臣賞 受賞

（写真左から）

榎
えのもと

本 純
じゅんや

也さん

鈴
す ず き

木 洋
よういち

一さん

佐
さ と う

藤 　正
ただし

さん

*「ヒスト・テック®」は、サクラファインテックジャパン株式会社の登録商標です。
 「R-IHC®」は秋田エプソン株式会社の登録商標です。
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　好きな教科は社会で、「昔の人の暮らしを知るのが面
白い」と話す元也さん。本を読むのが好きで入った図書
委員会では、本の貸し出しや校内表彰などを担当してい
ます。「いろいろなジャンルの本をたくさん読んでいて
物知り。難しい言葉や昔のことをよく知っています」と
担任の先生が話してくれました。

小
お の

野  元
げ ん や

也さん

須川小学校６年

消防士になって、人の役に立ちたい

料金受取人払郵便

差出有効期間
令和2年3月
31日まで
（切手不要）

（差出人）
■住　所

■氏　名（必ずお書きください） ■年　齢　　　　　　　■性　別

歳　　　　男    ・    女

本名・匿名・ペンネーム（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

■電話番号

■広報紙掲載の場合のお名前の表記　※いずれかに○を入れてください。

※寄せられたお便りは広報紙上に掲載させていただく場合があります

湯沢市佐竹町１番１号
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湯沢郵便局
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■広報ゆざわ「コネクト」アンケートの回答
設問１． 設問２．

スマートフォン・タブレット用
ア プ リ「 マ チ イ ロ 」 で「 ひ び
く・つながる広報ゆざわ　コネ
クト」がご覧いただけます。

湯沢市公式

Facebook

広報紙に掲載された写真（電子データ）をプレゼントします。
メールまたは電話にて下記へ問い合わせください。

■対象となる写真
平成 29 年 5 月号からの「広報ゆざわ コネクト」紙面上に
掲載された写真

■プレゼントの対象者
写真に写っている本人またはご家族の方

※メールで電子データをお渡しします。現像は行っていません。

問協働事業推進課協働のまちづくり班
　☎ 55-8249　FAX 73-2117　　koho@city.yuzawa.lg.jp

広報掲載の写真をプレゼント！

アンケートにご協力をお願いします

　広報ゆざわ「コネクト」に対するアンケートをお願いして
います。下記設問への回答を、本ページのハガキ下部回答欄
に記入の上、送付をお願いします。

設問１．発行の回数について　　①多い　②良い　③少ない
設問２．ページ数について　　　①多い　②良い　③少ない

わたしのゆめ

　僕の夢は、消防士になることです。

　テレビで被災者を助けている消防士を見たとき、

「こんなふうに人の役に立ちたい」と思いました。

頼りになる消防士になるため、いろいろな本を読ん

で知識を増やしたり、バスケットボールをして体力

をつけたりしています。

　消防士として地域を守り、多くの人の役に立つこ

とで、家族やお世話になった周りの人に、感謝の気

持ちを伝えられたらいいなと思っています。 元也さんは

こんな人
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2020.03

阿
あ べ

部 俊
し ゅ ん す け

介さん代表取締役

湯沢市の豊富な資源を生かした、温もりある家造りを

有限会社 アベ建

　昭和58年、住宅建築などを行う工務店「ア

ベ建築」として事業開始。平成15年、「有

限会社アベ建」設立。創業以来「“ヒノキ”

の“通しの大黒柱”のある家」をテーマに、

天然木材を生かした温もりのある家造りと、

社寺の修復などでも高い評価を得ている。

また、自社で建築関連資材を製造・加工し、

昨年から販売も行っている。

corporate profile

ゆざわの頑張る企業

ゆざわビズ

　
現
在
の
住
宅
建
築
は
、
高
気
密
・
高
断
熱

が
主
流
と
な
り
、
昔
の
よ
う
に
木
材
を
仕
上

げ
材
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
は
敬
遠
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
日
本
の
風
土
に
適
し
た
木
の
家

は
熱
を
吸
収
し
、
空
気
が
よ
ど
ま
ず
、
時
間

の
経
過
と
と
も
に
住
む
人
に
合
わ
せ
て
変
化

し
ま
す
。
そ
れ
は
誰
も
が
認
識
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
木
材
は
乾
燥
や
加
工
に
多
く

の
時
間
と
手
間
が
か
か
る
た
め
、
コ
ス
ト
の

上
昇
は
避
け
ら
れ
ず
、
誰
も
が
使
え
る
も
の

で
は
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ど
う
す
れ
ば

今
ま
で
以
上
に
木
材
を
使
っ
た
家
づ
く
り
が

可
能
な
の
か
、
い
つ
も
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
３
年
前
、
あ
る
機
械
メ
ー
カ
ー
か
ら
提
案

を
受
け
た
木
材
加
工
機
に
、
高
周
波
で
木
材

の
乾
燥
を
促
進
す
る
機
能
が
あ
る
こ
と
に
気

づ
き
、
導
入
を
決
め
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
試

行
錯
誤
を
重
ね
、
つ
い
に
製
材
か
ら
使
え
る

ま
で
５
年
以
上
か
か
っ
て
い
た
ケ
ヤ
キ
な
ど

の
乾
燥
が
約
10
日
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。「
こ
う
い
う
使
い
方
を
し
て
い
る
業

者
は
い
な
い
」
と
メ
ー
カ
ー
に
言
わ
れ
ま
し

た
が
、
斬
新
な
使
用
法
に
よ
り
、
木
材
の
調

達
・
乾
燥
・
加
工
を
短
期
間
に
自
社
で
全
て

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
低
コ
ス
ト
で
多
く
の

木
材
を
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　「
木
の
良
さ
、
ぬ
く
も
り
」
を
も
っ
と
多

く
の
人
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
半
年
前
か

階段（写真A）は踏板にケヤキ、壁の羽目板にスギを、玄関（写真B）
は壁にケヤキの羽目板を使用するなど、低コストで多くの木材を使用
することが可能に。

ら
、
製
造
し
た
建
築
関
連
資
材
を
自
社
で
使

用
す
る
だ
け
で
な
く
販
売
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
最
近
で
は
、
子
育
て
世
代
の
方
が
木

の
家
や
天
然
素
材
に
注
目
し
て
い
る
こ
と
を

肌
で
感
じ
て
い
る
の
で
、
木
の
お
も
ち
ゃ
作

り
な
ど
に
も
挑
戦
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
湯
沢
市
に
は
古
い
木
造
建
築
物
が
多
く

残
っ
て
い
る
た
め
、
そ
こ
か
ら
学
ぶ
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
森
林
も
多
く
資
源

が
豊
富
で
す
。
も
っ
と
多
く
の
地
元
の
木
を

使
っ
て
、
木
の
良
さ
と
地
元
の
良
さ
を
ア

ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、
温
も
り
を
感
じ
ら
れ
る

家
造
り
を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

AB

C

写真C：Bの羽目板のアッ
プ。厚さの違う羽目板を組
み合わせることにより、立
体的な仕上がりに。

敬
遠
さ
れ
る
木
の
仕
上
げ
材

新
た
な
可
能
性
を
求
め
て

木
の
良
さ
を
伝
え
る
た
め
に



22
2020.03

　好きな教科は社会で、「昔の人の暮らしを知るのが面
白い」と話す元也さん。本を読むのが好きで入った図書
委員会では、本の貸し出しや校内表彰などを担当してい
ます。「いろいろなジャンルの本をたくさん読んでいて
物知り。難しい言葉や昔のことをよく知っています」と
担任の先生が話してくれました。

小
お の

野  元
げ ん や

也さん

須川小学校６年

消防士になって、人の役に立ちたい

料金受取人払郵便

差出有効期間
令和2年3月
31日まで
（切手不要）

（差出人）
■住　所

■氏　名（必ずお書きください） ■年　齢　　　　　　　■性　別

歳　　　　男    ・    女

本名・匿名・ペンネーム（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

■電話番号

■広報紙掲載の場合のお名前の表記　※いずれかに○を入れてください。

※寄せられたお便りは広報紙上に掲載させていただく場合があります

湯沢市佐竹町１番１号

湯沢市役所

協働事業推進課

協働のまちづくり班 行

湯沢郵便局
承　認

０ １ ２ ８ ７ ９ ０

54

■広報ゆざわ「コネクト」アンケートの回答
設問１． 設問２．

スマートフォン・タブレット用
ア プ リ「 マ チ イ ロ 」 で「 ひ び
く・つながる広報ゆざわ　コネ
クト」がご覧いただけます。

湯沢市公式

Facebook

広報紙に掲載された写真（電子データ）をプレゼントします。
メールまたは電話にて下記へ問い合わせください。

■対象となる写真
平成 29 年 5 月号からの「広報ゆざわ コネクト」紙面上に
掲載された写真

■プレゼントの対象者
写真に写っている本人またはご家族の方

※メールで電子データをお渡しします。現像は行っていません。

問協働事業推進課協働のまちづくり班
　☎ 55-8249　FAX 73-2117　　koho@city.yuzawa.lg.jp

広報掲載の写真をプレゼント！

アンケートにご協力をお願いします

　広報ゆざわ「コネクト」に対するアンケートをお願いして
います。下記設問への回答を、本ページのハガキ下部回答欄
に記入の上、送付をお願いします。

設問１．発行の回数について　　①多い　②良い　③少ない
設問２．ページ数について　　　①多い　②良い　③少ない

わたしのゆめ

　僕の夢は、消防士になることです。

　テレビで被災者を助けている消防士を見たとき、

「こんなふうに人の役に立ちたい」と思いました。

頼りになる消防士になるため、いろいろな本を読ん

で知識を増やしたり、バスケットボールをして体力

をつけたりしています。

　消防士として地域を守り、多くの人の役に立つこ

とで、家族やお世話になった周りの人に、感謝の気

持ちを伝えられたらいいなと思っています。 元也さんは

こんな人

23
2020.03

阿
あ べ

部 俊
し ゅ ん す け

介さん代表取締役

湯沢市の豊富な資源を生かした、温もりある家造りを

有限会社 アベ建

　昭和58年、住宅建築などを行う工務店「ア

ベ建築」として事業開始。平成15年、「有

限会社アベ建」設立。創業以来「“ヒノキ”

の“通しの大黒柱”のある家」をテーマに、

天然木材を生かした温もりのある家造りと、

社寺の修復などでも高い評価を得ている。

また、自社で建築関連資材を製造・加工し、

昨年から販売も行っている。

corporate profile

ゆざわの頑張る企業

ゆざわビズ

　
現
在
の
住
宅
建
築
は
、
高
気
密
・
高
断
熱

が
主
流
と
な
り
、
昔
の
よ
う
に
木
材
を
仕
上

げ
材
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
は
敬
遠
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
日
本
の
風
土
に
適
し
た
木
の
家

は
熱
を
吸
収
し
、
空
気
が
よ
ど
ま
ず
、
時
間

の
経
過
と
と
も
に
住
む
人
に
合
わ
せ
て
変
化

し
ま
す
。
そ
れ
は
誰
も
が
認
識
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
木
材
は
乾
燥
や
加
工
に
多
く

の
時
間
と
手
間
が
か
か
る
た
め
、
コ
ス
ト
の

上
昇
は
避
け
ら
れ
ず
、
誰
も
が
使
え
る
も
の

で
は
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ど
う
す
れ
ば

今
ま
で
以
上
に
木
材
を
使
っ
た
家
づ
く
り
が

可
能
な
の
か
、
い
つ
も
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
３
年
前
、
あ
る
機
械
メ
ー
カ
ー
か
ら
提
案

を
受
け
た
木
材
加
工
機
に
、
高
周
波
で
木
材

の
乾
燥
を
促
進
す
る
機
能
が
あ
る
こ
と
に
気

づ
き
、
導
入
を
決
め
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
試

行
錯
誤
を
重
ね
、
つ
い
に
製
材
か
ら
使
え
る

ま
で
５
年
以
上
か
か
っ
て
い
た
ケ
ヤ
キ
な
ど

の
乾
燥
が
約
10
日
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。「
こ
う
い
う
使
い
方
を
し
て
い
る
業

者
は
い
な
い
」
と
メ
ー
カ
ー
に
言
わ
れ
ま
し

た
が
、
斬
新
な
使
用
法
に
よ
り
、
木
材
の
調

達
・
乾
燥
・
加
工
を
短
期
間
に
自
社
で
全
て

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
低
コ
ス
ト
で
多
く
の

木
材
を
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　「
木
の
良
さ
、
ぬ
く
も
り
」
を
も
っ
と
多

く
の
人
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
半
年
前
か

階段（写真A）は踏板にケヤキ、壁の羽目板にスギを、玄関（写真B）
は壁にケヤキの羽目板を使用するなど、低コストで多くの木材を使用
することが可能に。

ら
、
製
造
し
た
建
築
関
連
資
材
を
自
社
で
使

用
す
る
だ
け
で
な
く
販
売
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
最
近
で
は
、
子
育
て
世
代
の
方
が
木

の
家
や
天
然
素
材
に
注
目
し
て
い
る
こ
と
を

肌
で
感
じ
て
い
る
の
で
、
木
の
お
も
ち
ゃ
作

り
な
ど
に
も
挑
戦
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
湯
沢
市
に
は
古
い
木
造
建
築
物
が
多
く

残
っ
て
い
る
た
め
、
そ
こ
か
ら
学
ぶ
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
森
林
も
多
く
資
源

が
豊
富
で
す
。
も
っ
と
多
く
の
地
元
の
木
を

使
っ
て
、
木
の
良
さ
と
地
元
の
良
さ
を
ア

ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、
温
も
り
を
感
じ
ら
れ
る

家
造
り
を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

AB

C

写真C：Bの羽目板のアッ
プ。厚さの違う羽目板を組
み合わせることにより、立
体的な仕上がりに。

敬
遠
さ
れ
る
木
の
仕
上
げ
材

新
た
な
可
能
性
を
求
め
て

木
の
良
さ
を
伝
え
る
た
め
に



17,774世帯

44,274人令和 2年 1月 31日現在令和 2年 1月 31日現在

前月比

前月比

（－ 15 世帯）

（－ 72 人）

（－ 23 人）

（－ 49 人）

男・・・21,267 人
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※上記の事業所等の広告の内容と湯沢市の業務に関係はありません。

人口と世帯数の動き人口と世帯数の動き　広報の中のどこかに、
「しず小町」ちゃんが隠れ
ているよ！どこにいるの
かな？みんな、探してみ
てね！！WANTED!

しず小町ちゃんを探せ！
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藤田悦子 さん

広報広報

　２月７～８日、犬っこまつり会場で、

台湾からの秋田大学留学生をモデルに模

擬結婚式の撮影が行われました。

　撮影は湯沢商工会議所が中心となり、

台湾からのインバウンド増加につなげる

ＰＲ映像を作成するため行ったもの。

　スキー体験や稲庭うどん製造体験、酒

蔵見学など“冬の湯沢”を満喫する様子

を加えたＰＲ映像は、ＳＮＳで国内外に発

信されます。また、実際に“冬の湯沢”

で結婚式をしたい台湾のカップルを募集

し、来年の犬っこまつりで挙式を行うこ

とを目指しています。

　２月７～８日、犬っこまつり会場で、

台湾からの秋田大学留学生をモデルに模
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を加えたＰＲ映像は、ＳＮＳで国内外に発

信されます。また、実際に“冬の湯沢”

で結婚式をしたい台湾のカップルを募集
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とを目指しています。


